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　「きみはどこのゼミ？」「二・こ先’kのゼミです」＝一僑大学の卒

菜’kや在佼牛の渕で、初対面のときこうした会謡がよく交わされ

ます、l1司じゼミナールの州身着だった場合にはとりわけ、年次を

超えた穀しみや｛．言廠感が1、然に膿しだされていきます、多くの伝

承的な人’榊L語が薄れていくなかで、　一僑人学では「ゼミナール

受講’k．をあらわす一ゼミテン（ゼミナリステンの略称〕一という

．言葉はいまも’kきた．言葉として、独特のニュアンスを交えながら

l1常的に使われています、ゼミナールは現在、多くの大学で教育

制度の・環として採り入れられていますが、・僑人学のゼミナー

ルは他火学にはまれな独r雌をもつもの＝教育制度の範嗜を超え、

独rlσ）文化として、あるいは火学のアイデンティティを象徴する

ものとして根づいているといえるでしょう、

　変化する時代や環境のなかで、ゼミナールもまた揺らぎのとき

を迎えているという見カもあります、法人化後の国1t大学が改爵

をHざすところの教輿の過重な業務負拠、学’ヒがゼミナールを実

利面から遼ぶ働1三11の増大、講義とゼミとの兼ね合い等々、間題点

を指摘する声もあります＝また、　・方でこうした時代だからこそ、
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一橋大学のゼミナール

「’僑らしさ一の象敏であるゼミナールの伝統をしっかり守るべ

きだという声もあります＝多様な意見が生まれるということは、

一僑大学にとってゼミナールの存在がそれだけ火きいことを意昧

しているといえるでしょう＝

　是非を問う議省はそれにふさわしい場に譲ることにして、ここ

では一橋大学にとってゼミナールはどういう作在であったのか、

・橋大学の教育と学11三にどのような影響をケえてきたのか、なぜ

多くのゼミナールが今11にまで語り継がれるに至ったのか、＝一

僑大学σ年史二等をひもときながら「ゼミという伝説」に迫って

みることとします＝

　　　　　　　　　　　　●

　大学におけるセミナールは、18肚紀のドイツで誕雀したといわ

れています、指導教授の指導のもと、少人数で学間的研究に打ち

込むというスタイルもここで佐まれ、特に理学系の大学では理畜

や実証実験をとことん適求するといった傾向が顕著、柵対畜や蒙

ア畜を牛み出したドイツの強さは、ドイツの人学制度、なかでも

要となるゼミナール制度であると指摘されていますニドイツ1kま

れのゼミナールが、いつ頃、どういう経緯でH本にもたらされた

かは定かではありません、また、ゼミナール（Seminar〕の．語源

であるラテン語の（Semis＝half　of…mything〕に込められてい

る「育種」の精神が、どこまで伝播されたのかも定かではありま

せん、しかし、H本の人学のなかではおそらく・僑太学が・番最

初に「ゼミナール的なもの」を導入したこと、その源流はドイツ

流の学間の探求にあったこと、そして制度として則文化される以

前に意欲的な先生方のo主的な努力によって多くσ）「セミナール

的なもの」が営まれ、やがて火学全体に懐づいていったことは確

かだといえます、「計量経済学の始棚」といわれ、経済学史や恐

慌着でも名著を残された杉本榮・敦授（190卜1952年〕は、次

のように書かれています二

　「記録に残っている最初のゼミナールは、明治30年制定され

た1東京高等商菜学佼〕専攻部蝿定によるものである、：H本商

菜教育略史二に、二学生として其尊攻する所の学科につき・・定の

教師に就き研究トの指導を受けしめ卒菜詮文を草せしむ二とある

のがそれである、（中略〕この制度の原型は、ドイツのゼミナー

ル制度であった、それは、時代からいえぱアメリカに最初に移植

されたジョンス・ホプキンス大学のゼミナールよりもやや占く、

H本ではもとよりどの大学にもゼミナールはなかった＝　一橋的ゼ

ミナールの伝統が永くその成熟した形において、国内各大学のゼ

ミナール制度の模範となっていることも、故なしとしない」

　東京高等商業学佼は、　・僑大学の前身である東京商科大学の人

学昇格前の名称であり、数ある高等商桑学校のなかでも特別に予

科1年、本科3年、その．トに専攻部が2年ある6年制で、尊攻部

をでると商学士になるという制度の学校でした。当時の専攻部は、

銀行科や貿易科、領事科などにわかれており、それぞれの科で実

質的なゼミナールが行われていたようです、それも、「A先生の

ところへ行って東西交渉史を勉強しよう」「B教授のもとで金融

政策を学ぽう」と、学作は二つ三つのクラスを自曲に行き来し、

先佐方も人いにそれを奨励していました＝学部の埴捜の低いリベ

ラリズムの風．ヒ、学間の探求を適して視野や間題意設を多く広げ

ようという白曲闇達な風土は、すでにこの時代から培われていた

といえます、

　「しかし、草創当時のゼミナールは、形式ヒこれをゼミナー

響
（

　　　　　　　　　一Ii時七…十一1し1ハ端1i斤は教推’〕1’ポ亡た一一た　亭多｛；セ…

ルと名づけるにしてももとより、現在のような成熟した姿から

は遠いものであったことは確かである、現在のゼミナールの原

型は、実質的にはむしろ千駄ヶ谷読畜会あたりにあるのかもし

れない」1杉本教授〕

　　　　　　　　　　　　●

　「r駄テ谷読書会」とは、u本経済学の草分けであり、資本i三

義国家での福祉畜でも先躯的役割を担った福肥徳■｛教授1187」一

1930年）が開いていたものです、福㎜教授は、専攻部の第一1・1の

窄菜生で1司年帖校の講師になられ、酬治31年から3』年までドイ

ツに留学二帰国後、陣ぴ講師を務めましたが、明治37年8月にと

きの校長と喧嘩をして休段となりました、その後、明治38年10

月から火I［7年3月まで慶醸義塾で教蠣をとり、火止8年5月に

正式に母校の教授として復帰しました、この長い空白期關に、

僑大学や婁睦義塾大学の学生や卒菜生が1＝仙な向学心から先牛の

匝1りに集まってつくりあげた「プライベート・ゼミナール」が

1■1■　　3
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．1学件は断究偏専1七ミナール1板を蛙て、セミのチ定を晴認した1閉和！5年肖略1

：セミの成果、苫文　・衝火サ酎属同1繍には、乍ての牢菜乍の書五が所まきれている

「干駄ヶ谷読書会」でした、テキストは、アダム・スミスの『国

富書」。千駄ヶ谷の先生の白宅で、毎土曜日の午後、拾読方式で

行われました．

　集まった顔ぷれは、東京高等商菜学校から大西猪之助、卓谷馬

太郎、H1崎仁義、内蔭章、内H1敬’一三、1－1谷香邦、小林益太郎、米

沢端、松浦要、慶薩から｛辺金茂、高橋誠一郎、小泉信三などの

面々＝原畜が高価だった時代とはいえ、純粋に学間を求める若者

たちとプライベートな時間と場まで提供し、その情熱に真撃に応

える教員との深く、強い絆が浮き彫りにされます＝　一僑人学のゼ

ミナールの実質的ルーツは、「千駄ヶ谷読書会」にあるともllさ

れるのは、そこに強い精神的な粋が認められるからです＝

　さらに、この時代、三浦新L教授や左州1庸一郎教授など諾先

’i三方の「読書会」も活発に行われたといいます、

　　　　　　　　　　　　●

　ゼミナールが公的な劃度として誕’トしたのは、人正9年でした二

この年の3月、勅令によって「東京商科火学官制」が施行されま

したが、その蝿定のなか、各教授の捌当専門科1閉のドに「研究

指導」という文字が閉確に記されています二「研究指導」はゼミ

ナールの意昧であり、載後r演箭」という1一言葉に変わったのです二

　この火11｛から第二次肚堺火載が始まるまでの時郷は、ゼミナー

ルの第・期黄金時代でした＝それぞれの専門分野を代表する一一流

の先牛方が学伴と概しく膝を交えて指導、学生たちもよくそれに

応えていました＝火学に進学する人の致白体が少なく、学’k白身

にもエリートとしての向覚や「l1本の将来を拓く」という臼負が

あったことでしょう、彼らは非常によく学び、また堂々と発言を

していました。

　［学内熟として樹日さんカ滞ち込まれたのを、さらに一橋らし

く特色をつけて、それがu本最初の単科大学創立当時の一大特色

として肚間を二あっ二と言わせてやろう、ことに本郷の大学を

＝あっ二と言わせてやろうという気持ちで、ゼミナール活動やイ

ンターゼミナール活動も盛んにやったように思います」（萩原忠

｛教授・昭和2年学卒）

　鴫い時代へ向かう前は、所属ゼミを問わない「インターゼミ

ナール」も活発に行われました、それも学内だけとは隈りませ

ん　ゼミナールもインターセミナールも、形式は自曲。教室で

行われるものもあれば、研究室で行われるものも、先牛の向宅

で行われるものもありました＝鮒刊I心のものや討議中心のも

のなど、それぞれのゼミナールの個惟と伝統に従って、それぞ

れが特色を発揮していくところに・橋太学のゼミナールらしさ

があったのです。

　「惚師が研究でこもっている〕そこへ、僕たちも代わるがわ

る1週閲ぐらい泊まった、読む本はみんな違うんだけれども、先

’kにめいめい感想を言う、するときぴしくやっつけられるんです。

君、そんな受け売りの勉強をしているのかいっていうような調r

で、そして謡が熱してくると敬称抜きでポンポン言いました」

（萩原忠i教授〕

　「学閥台争に関しては師もなし、弟rもなしです、あくまで真

理探求のためにはそういうことを超越してやりました」1恢垣與

傲授・閉和7年学例

　この時代のゼミナールのもう一つの特徴は、「グルンドリッヒ

（捜本）」を非常に人切にしたことです二どの先牝もゼミナール

での指導は原典i三義、時代を超えて作き残った占典という基本

的な文献について学び、原典を熟読してそこから学間の精神を

学びとっていきました、突学も基礎となるグルンドリッヒがあ

れぱこそ、という精神が共有されていたのです、

　　　　　　　　　　　　●

　ある意味でさらに人きな特徴といえるのは、人閲的なつなが

りです。

　「ただ狭義の学闘だけではない、世界観も合ずれば、恋愛畜も

4　■■1■



交わす、　・llのピクニ・ソクに汗を流すこともあれぱ、山寮や窟浦

に合宿清遊することもある、こうなるとゼミナールは、広い意味

での学間の道場こいな学作牢活そのものが繰り広げられる作活の

場である．教授を含めてゼミナリステン全体が形成する共同体そ

のものである、といってもよい」（杉本榮’教授〕

　珊和15－16年ころからインターゼミ制度が影が薄くなり、そ

れとともに個人に尊属することのメリット・デメリットが’仁まれ

てきました、

　「先体が・橋を愛し、　一僑の学間を育てたいと思っている隈り

において、弟チたちに喉の歴史なり成りケちなり特色なりとい

うものをいつとはなしに教えていった、（l11略〕人学の雰胴気と

いうものを、教喋で習わんことをいっぱいおそわった」（増H1四

郎教授一昭和7年学卒）

　ときには、先作の文体や丈字の書き万、たぱこの吸い方まで影

習を受けることもありましたニモノの見方・考えガが先佐の小型

版になってしまうこともありました、

　「そこにゼミナールの危険が芽’kえる二先件と弟rの間に剰分

f分の関係が形成される危険である、ゼミナールの封建化の弊が

指摘され、そこにゼミナール改革への狼炬があがる＝昭和の初め

にはゼミナール解散詮もあった」（杉本榮一教授〕

　ゼミナールの解欽は、鵠局、実行に移されることはありません

でした．　・つには、短所を補ってあまりある長所が、危機のなか

での合議によって蒋認識されたためだったと思われます、そのぺ

一スとなったのは、東京高等商桑学校時代からのゼミナールの伝

統とそれが生み出した敏々の成果を、誰もが認めていたからだっ

たのではないでしょうか、そして、前記のインターゼミナールの

ような改革案も登場し、昭和12年には「特殊闘題ゼミナール」が

誕生しました二これは、景気変動とか農菜間題といった重要かつ

特殊な間題をテーマとし、さまざまなゼミナールに属する学’kた

ちが一定期間に隈って、　一定の教授の指導のドに形成されるイン

ターゼミ的な臨時ゼミナール、経済研究所のゼミナールのルーツ

は、ここにあるといわれています、

　以1二、歴史を適いながら「ゼミという伝説」の系譜を概観し

てきました、次はもう少し踏み込んで、伝説の内側を探ってみ

たいと恩います、「・僑人」が誰しも「伝説」と認める二つのゼ

ミ、「高島善哉ゼミナール」と「州11f焔1郎ゼミナール」をクロ

ーズアップします、

　　　　　　　　　　　　　●

参考文献　「・僑のゼミナール」

昭和53年3月3川発行、　・僑大学学圃史紹纂委員会著、　・僑火

学ヒ十五贋1年記念刊行、HitotsubashiinPictures1950年

　　の　学　　伝
大　　　　　罰

一桟大学のゼミナール
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　高島善哉セミナールは、先生か東京商科犬字字部の助教授とな

った昭和13年4月に開講、一橋犬学を退職される1年前の昭和

40年3月まで、戦中・戦後の27年間にわたって行われました、

その間、先生の指導を受けた「ゼミテン」の総数は301名にのぼ

ります＝また先生は、高鳥学派といわれるほど多くの研究者を社

会科学界に送り出しました＝

　高島善哉セミナールがいまだに「伝説」として語り継がれてい

る理由の一つは、もちろん先生の学問上の業績にあります、日本

の社会科学の歴史の上で、先生はひときわ輝く存在であり、社会

体制・階級・民族など現代に生きる人間にとって重要な問題を取

り上げ、丁寧に解明しなカ寸ら、それを通じて社会科学的なモノの

見方とはどういうものかをわかりやすく語った二社会科学入門二

（1954年・岩波新書・60万部）が現在でも不朽の名著とされて

いることは、よく知られているとおりです、

　しかし、「高島善哉ゼミナール」が「伝説」となった原動力は何よ

りも先生と学生の絆の深さ、とりわけ学生が終生、先生に強い敬愛

の念をもちつづけていることにあるのではないでしょうか、むろん

他のゼミナールでも、そこには深い人間的な絆が息づいていますが、

「高島善哉ゼミナール」は、より凝縮されたかたちで「一橋らしさ」

カ寸息づいているように思われます一次のようなエピソードは、学生

たちの先生への敬愛の念を雄弁に物語っているといえるでしょう＝

長田五郎氏　村上利雄氏　相良重雄氏
横浜市立犬学名誉教授　「高島善誰の会」会長　　「高島善哉の会、；1」会長

r944年予科入学　　　　1938年予科入学　　　　1942年予科入学

1950年学卒　　　　　　1943年学卒　　　　　　1947年学卒

先生の研究活動をどこまでも支える

　高島善哉先生は昭和」1年一橋大学を退官されましたが、そのと

き先作の膿は完全失■珂に近い状態でした二そこで高島ゼミ拙身者

の会である「蛛水会」は、退職後も先生が研究をつづけられるよ

う研究功手の人件費を提供するための募金を行いました、さらに、

先件が茸寿を迎えられる前年の閉和55年には、ゼミテンと東京商

科大学戸科1出身者が巾心となって「高島善戯の会二を結成、当時

完全に失1”きれていた先生の研究助手の人f1・費を提供するため

一高島善哉研究基金」の募金を行いました、この基金により、先’kは

平成2年1月に85蓑で逝去されるまで研究をつづけられました、

6　一一■



師なきあとも業績を世に問う

　ご逝よ後の平成3年12月、「高島善I表の会一は、高島蒔哉詳

＝市民祉会誇の構想二（新評詮削を『11行喘集人は、l1司会の会

長・山㎜秀雄一僑大学名誉敦授、’1｛時）＝平成9，lO年には、珊

和55年から平成2年までの10年1詩j、先生の研究助アを務めた漉

辺雅努・僑大学教授が、二高鳥善哉著作集・全9巻二を霜集、こ

ぷし書房より刷行しました、

　きらには、こんなエピソードもあります＝

教えは一人一人の胸に生きつづける

　平成12年、神奈川県のrf貨店さいか尾の故岡本良平会上～が収災

したアダム・スミスやホ・ソプス、マルサスなど祉会科学の賢重な

［If典約300冊が「市民祉会文障」として一般公閉されました二岡

本氏は、高島先体から■どんな職粟に耽いても学閉を’kかすとき

はくる」と助．言されたことを忘れないで、閉和5・1年から約20年

かけて占典を収簾一k1弥から公閑を決めていたといいます＝

　そして、「先・トを迎えるために」と、実業家として成功した後、

n宅に先1洲の’II沁地のよい部膿を作った宇彩kもいます二宇葉

してから長い年川がたち、それぞれの人作を歩んだのちも、高島

蒔哉先生はなおも「心の師」でありつづけたのです二

　橋寮生にとって

輝ける星であり導きの糸でした

　なせ高島蒋哉ゼミナールから、　・’1三にわたる心の師捌剰係が’1｛

まれたのでしょうか、その人きな理111のつは、先’kがr科で講

義を行ったことです、

　戸科とは、載1前の亮等教育僕関の・つで、官公．立の‘担科大学に

設けられたll1制高佼に杣“、するもの　’■i時はヨ年制の巾学を卒乗1

ほたは・1角1修』’〕後、ll1刮萬佼か人学戸科へ進学するというの

が適常のステ・ソプでした＝東京商科火学f科は、3年制の全寮制

教育を行ってお：〕、17歳から20歳という多感な年齢の若者が先

’kの蕪陶のもと寝食をともにしていたのでした、高島善哉先生は、

珊和3年一1月に戸科講師、珊和10年に予科教授になられ、昭和

21年10Hから閉和2一‘年7”まで戸科長を務めておられました＝

珊和19年’1｛時の学’k数は、　・学年IOO人稚度＝寮で開かれた全寮

晩餐会には毎1111、亮島薄哉先’ヒと太11111Uこ先作の講話がありまし

た．’I僻の寮’1三の・人、上ミlllκ郎・横浜1fit人学名誉教授閉和

Mlイ科人学〕は、次のように振り返ります二

　一．’歴史的・刊二会的な人間の形成二の強調と、二本を読むことだ

けが学1糊ではない、’k沽することr1体学渕である二と＝突践とし

ての学閉1の重要竹をi披する1帥圭先牛の．言葉は、太平洋載争ド

の勤労動正呈で、．竿物を．1売む時閉が次第に少なくなってきた、一・僑

寮’1｛の心の支えとなっていました」

　例司i三義と戟争の足汚が近づいてくるなか、「I1山は死もて守

るべし」という．言葉で終わる寮歌が公然と歌われていた一橋寮の

fI榊的支惟が、高島涛哉先’kだったのです、1司じく戦時ドを一橋

寮で遇ごした柵良重雄氏1元旭硝戸アメリカw祉祉長・一高島善

破の会」副会上ミ〕は、1’1｛きノ∫を背11Iで教えたくれた父馳のよう

な作在、と語ります＝一先化はときには宿直案に寝泊まりして、

学’1｛を励ましてくれました一祉会科学杵であることから特高に眼

をつけられていたなか、実に巧みな比瞼と診理で＝きみたちは載

争で死んではいけない二と、学作に揃針を与えてくれたんです二

きみたちσ川1箏は載後にある．と、1言われたことはいまでも忘

れられません一

　11三誇が正詰として適らない時代に、どこまでもf．ξ念を貰かれた

島島善披先牛は、人’セとは、作きることとは、と僕索する年代の

旺伸11三午宇から舳制！1；；1三宇一ま’二力七ミ早ン三三も．
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＿猪読
一橋大学のゼミナール

中
山
伊
知
郎
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の

　「私の経済学は福田徳三先生に始まる　一橋にきて福田先生の

講義を聴かなかったら、おそらく私は経済学者になっていなかっ

たに相違ない」

　中山伊知郎先生は、その著二わが道　経済学二のなかでこう述

べています二大学とはいうまでもなく学問をする場です＝その本

道と出会い、深く向き合う場の一つがゼミナールといえるでしょ

う、一橋犬字におけるセミナールの源流を作られた福田徳三先生

の精神を骨太に受け継いだ中山伊知郎先生は、次は自分が導き手

となって多くのゼミナリステンに真の学問とは何かを伝えていき

ました、「中山伊知郎ゼミナール」から日本の経済学を担う研究

者が次々と誕生したことは、決して偶然ではないということです、

1’㍉

一橋犬学名誉教授11955年経済学部卒）

花輪俊哉

価値のあるものに謙虚であり

公平で温かい視点を持つ

　近代経済学に太きな足跡を残したll1山伊知郎先体は、1898隼

佐まれ、最初にゼミナールを受け持たれたときは、まだ30代初

めの若さでした、それから昭和37年度の最後のゼミナールまで、

30年以上にわたって指導されたのでした、その間、教授から学

部長へ、学長へと歩まれるにつれ、人学人としての責任は重く

なり、忙しさはますます募りました＝しかし、中111伊知郎先牢

は学長になってからもゼミナールを開講しつづけました、その

時期のゼミテンの・一人、花姶俊哉・一僑大学名誉教授は、次の

ように語ります二

　「学長であり、経済学の第・人者のゼミでしたから、やはり

緊張しましたね、時代に役ケつ学閉という信念をもっておられ

たので、講読にはつねに新しい本を選ぱれていました、パッド

やロビンソンなど、榊11家が読む本を学部‘kに読ませるんです

　　　　　　ク　　＝　・ま

．㌔ぺ竹J蝉・舳
㌃亥　　　山　iも’・ξ晃べ

沙　一倫一．デ；㌻率
　　午　　　言
　　・，　　　・吟二外、＝

佗佑お誉教拐のた州二11芋かれた、llI山走’ト；二よる軌喧の推撞状

1・10　　9
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　　左11川1先’k、輿令峻と・鰍二、ll1山セ…’1｛

右：箏間は・惟の’第σ鳩竃1州に花胎セミ’トとともに

から、学ぷ方は必死でした、準備不足だと、容赦なくビシッと

やられる、＝レポートの内容がなっていない二と、怒って帰って

しまわれたこともあります」

　印山伊知郎先牛は学雀時代、「福田徳三ゼミナール」で「厳し

い指導のもと、Coum1t，Gossen，Walrasのi三著を読破」しま

した、学生だからと入門書や解説書で妥協はしない、若いうち

から本物にふれさせ、学間の臭深さや学間に対する取り縄み方

を学びとらせる、これも、一・橋大学のゼミナールの伝統といえ

るでしょう、昭和27年卒のセミテン、人1拒寄勝典氏は、「中山伊

知郎ゼミナール」の会誌、「・路会誌」の中山先牛牛誕百年記念

特集号のなかで、次のように書いています、

　「昭和24年、旧制学部入試に合格した私は、早速中山伊知郎

先生のゼミナールにλれて頂きたいという希望をもった＝先坐

が近代経済学の泰斗であられることが火きな理曲ではあったが、

加えて次の刺激があった、昭和11年の春に出たぱかりのケイン

ズr・般理詰二を一読された先牛は、直ちにその年度のプロゼ

ミナール榊書に選定されたが、それに参加された4人グループ

の研究成栗を、先生は卒菜の．七産にと＝ケインズー一般理許解説二

として出版された点である」

　この挿話にみられるように、中山伊知郎先生はつねに価倣あ

るものに詑虚であり、学生に対しても公平で温かい視線をもち

つづけておられたのです、中山先生が学界の第・人者でありな

がら「学間の前では平等」の視点を貫かれたこと、ゼミテンと

の間に深い信頼関係が築かれていたことも、「中山伊知郎ゼミナ

ール」を長く語り継がれる「伝説のゼミ」にした一因といえる

のではないでしょうか。海外の大学へ留学したとき、先方の指

導教授から「これまでどんな本を読んできたか」と聞かれるこ

ともよくあります。そのとき学部や院のゼミナールで読んだ本

をあげると、「素晴らしい。誰が選択したのか」と、高い評価を

受けるケースも多いといいます、これも、指導する先’kの見識

や一・僑人学のゼミナールのレベル高さを、端的に示すものとい

えるでしょう、

一生して悔いはない。

「学問は一生の事」

　111川仰知郎先’トは、学閉に対してはどこまでも厳しい姿勢を

質きました、ゼミの間は禁婦、というのも有名な話です＝ただ

し、厳しい・方ではありません＝その注意の仕方にユーモアが

漂うのも、先作の人柄といえます、

　一先’仁はニキミ、タバコは止めなさい、私もガマンしてるん

だから二と言われてました」｛花蛤名誉敦授）

　花姶名誉教授をはじめ多くのゼミテンと1lI山先’1三が学長を務め

ていたころの学作には、忘れられない言葉があります、「学間は

’牢の事」「学1閉は・’kの仕事」という、巾11此作の言葉です二

　「吋I山先体はよく二学間は一生の仙事二と言われたが、いか

なる段菜についていても、つねに＝・’1三の仕乳として全力投

球することがいかに大切か、つまり「継続は力なりjというこ

とを、折にふれて教えてドさったのだと恩われる」

　昭和22年9月宇のゼミテン、恢藤蒔・一氏は「巾山伊知郎ゼミ

ナール」の会誌、「…路会誌」の中山先佐作簑百年記念特集号の

なかで、こう書いています、この記念特集が冊版されたのは、

平成10年、つまり、中山先’kのこの言葉は、卒菜後50年を経て

もゼミテンの心のなかに色あせることなく刻まれつづけてきた

ということです二

　「宇菜式でも言われましたし、私が火学院を卒菜するときは、

為誇とともにぷっつけ本番で書いてくださいました。それから

折にふれて、先坐はこの言葉にどういう意味を込められたのだ

10　－I8
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ろうと、考えつづけてきました、若いころは、あわてないでゆ

っくりやれ、という慧味に解釈していましたが、最近ではr学

間を・・生してきて悔いはない二という意味だったのではないか

と思ったりしています、先生の真意はわかりませんが、ずっと

心のなかで温めてきた言葉です」1花捨名誉教授）

　ちなみに花措先生は、この中111先生の書を頼装し、いまも白

宅に大切にしまわれているといいます＝

学生の主体性を尊重し、

しかし頼まれたことは断らない

　学間に厳しく、大の勉強家であった中111伊知郎先生は英・

独・仏の三か国語に堪能で、俳句や文学への造詣ももっておら

れました。ゼミナールの場を暮れたときは、「屈託のない笑み

を絶やさず、つねに自然体で頒々の事柄に接せられた」と、昭

和26年卒のゼミテン、堤敏失氏は前出の記念誌に」文を寄せて

います、

　「ゼミの合宿では、先生と・備に麻雀をやったりしました＝

先生が賞金を泌してくれたのはいいんですが、白分が勝っても

っていかれる1笑〕、　・緒に風呂に人って、文字通り、裸のつき

あいをしたこともあります」

　高島善哉先生もそうでしたが、叫1山f棚1郎先生の場合も、セ

ミの打ちトげなどはご自宅に招かれることも少なくなかったと

いいます、載後の貧しい時代、学牛にとってはこれも、ゼミテ

ンの嬉しい特権だったことでしょう、

　卒誇のテーマは学佐に任せたように、巾山伊知郎先坐は成長

した学生の自主性を尊重していました。反面、頼まれたことは、

イヤな顔つせずに引き受けてくださったといいます＝花蛤先

生は、次のようなエピソードを披露します亡

　「大学院の試験に合格しなかったら就噴しようと恩っていた

んです。落ちるかもしれないという不安があったから、先牛に

就噴先への推薦状を書いてほしいと頼みにいきました、先牛は

その場で、毛筆をとってスラスラと書いてくださった、簡潔な

文面のなかに、私の宇警テーマや性格を靖的に表現されていた

ことが、強く印象に残っています、ゼミテンー人・人のことを、

本当によく把握されていました、

　　　　　　中山伊勧郎先牛向筆の帖諏
花謄名誉教握が卒罠畔傾んで．1芹いていたたいた

！）

　　　　　　　　　　　　一高島善披ゼミナールーと「lI山仰知郎ゼミナール」、

　　　　　　この二つの伝説のゼミに共適しているのは、千作りの令人教育だったこと、

　　　　そして学牛がその教育を真旺面から受けl1二め、火きく成長していったことでしょう、

だからこそ、　・僑人学のゼミナールは制度としての枠を超え、I榊〕継がれ、哩け継がれてきたのです＝

　　21泄紀という新しい時代のなかで、　喉人学のゼミナールが今後どのようなカ1句へと向かい、

　　　　　　　　　　　　　どんな姿をみせるのか定かではありません二

　　　　　　　　ただつ言えることは、て云説のゼミニを’仁則11した．l1壊と伝統は、

　　　　　　　　　　　いまもなおしっかりと息づいているということです、

1・1■　11



学部教育専門委員の目から見た
　　　　　　　一橘のゼミの現状

　　　　　　　　　　　　　　　一橋大学の教育とセミとは切っても切れない縁がある。

　　　　学生の学ぴたいという意欲を教師が全身全竪で受け止め、全人格を傾けて全人教育を施したのが、その始まり．

単なる少人数教育とは趣を異にするからこそ、100年の歴史を経た現在でも、「一橋のセ’ミは何かか’違う」といわれているのであ㌫

　　発足以来のセ’ミの精神はどう息づいてきているのか？また、時代の変化にともなって、どう変わろうとしているのか？

　　　　　　　　　　　　　各学部の学部教育専門委員の先生カに、率直な意見を聞いてみた。

学部教育尊門委員

　　　　↑

商学部教授

万代勝信
K日1；unobu　M目nd百i

i』　　　　　　　．’

経滴学部助教授

一f沢泰治
丁百iji　Furu…百w百

法学部教授

青木人志
Hi－o昌hi＾oki

杜会学部教授

」一1f茂図宏

Hiro雪h’Komod呂

　　まず、各学部の現状や

先生ご自身のセミ観から…

青木　セミには、私1」1身を含めて卒葉化が』≡常に愛着をもって

います．＝セミ1－1体が楽しいものですL、その屯要惟は堀Lこそ

すれ、減ることはないでL上う。ただ、法科大学院ができまL

たので、法学部敦螂の菜携が堀えてきました、これまでのよう

にすべての教蜆がセミを符つことが岬離になりてきましたが、

それでも、瑚イ11の1セミ平均7朽椛度のゼ…’1｛が、靱、1O名、

多くても15名手一111吏で収まるでし上う．．，

古茂田　私は本箏の竿葉作ではないので、赴任して初めて」矯

のゼ…を知ることになりたわけですが、ショ・，ケを一受けました

ね、私のll1身人学映京人箏1では、セミは咋なる時1冊神」の1

コマでLかあ’1ませんでしたから。仰1三も何セミ所属という意

識はなくて，何学モ＝1・所拭という意識でLた．ところが、　・僑火

’芦ではゼミヘの州嘱意識が篤くほど強い．なかぱ冗談話で1珊い

たところでは、↓ユ前は「＝ハに仙えす」といりた徒弟制的な班

1岬気さえあったそうで、そこまでいくとどうかなと思いますが、

私はこんな測帝なセ…口〕あ‘〕方が気にい’〕ましたL、いまでは

愛折を感じています．一．欠．1l；をいえぱ、’芦件たちがゼミに令力投

球するあま”、他の勉蛾が多少疎かになりてLまう何1‘1」がある

ということでしょうか二でも、逆に他の授葉に熱を人れるあま

’］、ゼミでの仰究を櫛めてしまっては寂しい、＝うまくパランス

が取れるような．l1火が必要でLようね、、

古沢　1司感ですね。5年一一質カリキュラムによって，ゼミはど

うなるのかと聞かれることがあ．〕ます。LかL、この新Lい什

割みとゼミ重棚とはまりたく’矛盾Lません。学判は・夜にLて

なるものではあ■〕ませんから、あくまで禰み．トけ方式で行って

いくのです。1」2年では知拙のぺ一スをしっか1〕と身につけ、

3年からはゼミで11分の興昧のあるところを学ぷわけです。そ

れにはセミが向いています。

万代　私は指導教官に「ゼ…はワ〒ミリーである」と嵩われたの

をよく世えています。だから、「無断で休めぱけLからんという

ことよoも、心耐するじ中ないか」と続きます、．ですから、先作

は飲み会にも付き合いますし、’泊51’1の合術にも参カllLてくれ

まLた．、教1言によ・・て運営に違いはあ1〕ますが、このフ丁ミリー

感覚は共地LているのではないでLようか。

万代　先11七…の：芋年巾に，「先’1｛，鏡が鴫ったら帰してくださ

い」と軸まれまLた　そこで、「ゼミ以トに屯要なものがある

1皇　一1■



　　　　の　　　学　　伝

　大施統
」僑人箏のセミナール

ω一」と湖いてみたのです　すると、「はい、廿一ケ胆です」と

いう答えでした　こ〃〕こと1’1体は決して忠いことではあ’〕ません

が、かつてに比べるとセ…を授莱の1つとして一呈け■1二めている’芦

咋が堀えてきたように思われます

古沢　蛙近では留’芦wlσ〕先件が堀えてきたこともありて、拒、に

は教uの〃が峨米流にドライになりてきたように思われます

〃の箏’1｛側が求めるも口〕は、そう変わりていないと忠います．

古茂田　ベルが1鳴れは推莱が終わる口〕は’1燃で1笑〕、維けてや

りている方がおかLい　　セミについてもこんな風に考える’芦

11｛が増えてきたのですね．それは先’1リjもll1」概で、なかには、セ

…をワン・オヴ・ゼムとLて哩けl1二めている先’1｛もいないわけで

はあ■〕ません、一Lかしそれはそれで什〃のないことたと思います．

青木　年齢や教uのキャラクターの速いもあ’〕ますね＝．壇、1－1身が

箏’1…ωl1寺は、セ…の先牛と．1u歳j旺く年鮎差がありて、研究室に行

くのが少L怖か一。たくらいです．でも、それたからこそ、病気人

隙IlIに丁紙を1頂撒Lた’〕、御1’1宅に呼んでいたたいたijLたとき

口〕感激は火きか一。たし、人学院連学や就職という人’トの1岐席で、

いつもセミの先化に増いてもらりたというり三感があ‘1ます．　・〃

の私は、初めてセ…を付りたとき、学’1｛とσ’j年峨珪がH1歳ほどL

かなか。．。たこともあり、セ…’1｛とはかなI〕濃帯な刊’きf〒いをして

います一でも、泓イーiの仰1｛とは！“歳ほど年肺。中があるωで、年齢

芹にふさわLい接Lカを、、恩帥の先例から学ぷべき1時岨」が来てい

るのかもしれません。

万代　元・儒火苧学⊥毛の阿部維肚先件が、1二原ψ拙セ…の思いlll

を■I芋いていらりL牛いまLた．

　「セ…に人れてもらりて、お宅までいrて…」．ここに’僑の

セミの1虫点があります．、食』畑〕1■士1話にまでなっているので、先’1｛

ωお宅に行くとまず奥擁にご掲理するとか

青木　1舖1／いのは、城川｛郎さんとll■川雄三先’1｛の「二人ゼミ」．

1■ll1閉’kがお亡くな’〕になるまで、毎年先’1｛のお宅で二人だけの

ゼ…を行ったというのです，．、普通のゼミとは連いますが、いかに

も　橘らLいことだといえるでしょう．

ゼミは変わっていきますか？

青木　たLかに、’芦’1｛や教uの意識に変化している部分もあ’］ま

す＝でも、セ…は‘iiなる推葉科11ではないという坦■識は．なお蛾

1川に受け継がれていると思います　、…一だんあま＝1投葉にlHすに1描

活動に叩1け幕れている学牛であ一。ても、セミには川てくるL、終

」’ωチ十イムを気にしないセ…もかな’］あるはずです．剃f・や兄

榊1i妹が揃り’こ・橘に学ぶ例が多いのも、セ…制1堅の存作と無1則

係ではないと思いますし、セ…刷度ω，絆Ilを1用いて剖叩1先に・橋

を選んたという外川人学’■｛もいます　こうLた伝統は・l1則・クで

はできませんから、人切にしたいですね

万代　湘学榔でもセミω形を変えていこうとい一。た助きはないで

すね、ゼミは人1111教育σ．〕場です．それも1｛1披指導するというより、

蜘一岬学間やセ…に対する姿幼を見て、学’1｛が学んでいくのです・

古茂田　蜘’手と学’liωつながりも1π要ですが、箏’H1司1二の閑係も

1再要です．私のセ…では人敏が輔えたこともありて、「川席ノー

ト」をつけてもら一。ています．そこに、この・遇1刑にと’んな本を

一読んだかも．咋いてもら一。ています、．難しい傘ぱかO■読んでいる箏

件もいれぱ、剣痕小■舘ぱか1〕■読んでいる学’1｛もいる．それを見る

と学’1｛のキャラクターが分か一。てきます、それと、’了1’1｛には見栄

も1π瑛なんですね　「あいつがあんな雄Lい本を一1尭んでいるのな

ら、オレも■読んでみるか．1…　とか．．学’1｛1lil　Lで刺激L合う口’〕は

いいなあと思りているんで寸

青木　セミω雌め〃は、学部ω連いよ■，、むし乃撒uω個竹によ

りてj亜りてくるのではないでしょづか二また、llilじように指樽し

ても、年によ一・て・体感に遮いがあ■，ます・苧作の顔ぷれにより

ても、ゼミの迩はj亜…てくるわけです　ところで、峠と今とで雌

もj虫一。てきたのは、女竹と個学’1｛が坤；えたことです．＝学’1■二対す

る思いは変わヨ〕ませんが、多様な伽i他観を一黎めあうことで、椴L

万は変わ一。てくるように思います一ゼミが変わ一。ていくとLたら、

こうLたことがひとつω’要閑になるでL上う．ちなみに．私のセ

…は．魁測会や今宿も、禁洲禁畑です，、伝統的なセミコンパのイ

’一シと連いますが、1’分に楽Lめますよ．．．

古茂田　束人は放L飼い　徒弟砧■」的ではなく、やる人はやるとい

う感じでLた、ア・，トホームというよi〕は’｝ソ1｛と教uの1舳二は距

離感があOました．、　’僑は．訓1紳が行き』一1iいているような……．一．こ

れが’協ωセ…州五統ω独みですね．．人箏改吊1を雌めるために、

何か新しいことをやろうという姿勢があります一それも1π要です

が、私は■’セミがあるじ牛ないか」と蛾調したい　これだけのも

のを、新しく作るのは小11∫能に近いと、外部からのllで貼るとつ

くづくそう思います　廿ムシンゲ・ニューはか’〕を迫わすに、ゼ

ミを人‘1‡にしてもらいたいで寸ね．

古沢　ゼ…は人箏’l1活のll1心です．．学’l1l■ホ代は必すLもそうは思

一。ていませんでLたが、’テも付き介いが深いのはゼミω友人です

L，1’1分ω北’liとω閑係なと』を倣’〕返りてみると、いまではそう

確¶．…を仙一」ていえます　　　　　　　！‘π，1＋1…7川洲11嘩．1捷会よ■〕
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大学図書館。それは一橋生の自負によって育てられてきた

　犬学図書館は、その大学の研究教育の水準や特性などを示す重要な指標の一つです、社会科学の各分野に専門化しつっ、

同時にそれらの総合をめざす一橋犬学にあって、大学附属図書館もまたそれに歩調を合わせて学術情報を収集・蓄積してき

ました、そして現在、蔵書冊数、受入冊数、雑誌種類、貸出数、図書経費による総合評価（朝日新聞2001年）で、全国の大

学図書館の中で第1位にランクされるまでになっています＝メンガー文庫をはじめとする社会科学分野の貴重文庫や古典資

料のコレクション、西洋古典講習会や修復保存のノウハウなどの存在を加味すれば、その評価はさらに高まることでしょう＝

　この一橋大学附属図書館がどのように形成され、どのような未来をめざしているのか、これから4回にわたって見ていくこ

とにします、第1回となる本号では、その沿革を中心に、一橋大学附属図書館の概要を池間誠館長にお話しいただきました、

　　一橋犬学附層図書館長
社会科学古典資料センター長

　　　　経済学研究科教授

　　　　　　池間誠
　　　　　　Mako－o　lkema

存亡の淵を渡りつづけた歴史が、

　　　白主白立の精神を育んだ

　」橋大学は本年」月に法人化されました。国に代わって

「国立大学法人一橋大学」という新しい国立大学法人が

「・僑大学」の設置者になったわけです、しかし、これま

での歴史を振り返ると、本学の設置者は何度も代わってい

て、その遇程では何度か存亡の岐路にも立たされています。

まかり聞違えぱ今r1の一僑大学は存在しなかった。そうい

う歴史が、本学関係替の縞束力を高め、ひいては本学図書

館を他にあまり蟻のない大学図書館に育てあげる礎にもな

っているのではないでしょうか、図書館の歴史を見る前に、

まずは本学の歴史をおさらいしておきましょう。

　本学の前身は明治8年9月に森有礼が銀座尾張町に開設

した私熟「商法誇習所」にまでさかのぽります二この私塾

が同年11月、東京会叢所に移管され、さらに翌年5月には

東京府に引き渡されます＝開校して1年足らずの間にも設

置将が2度代わっているのですね。

　これには、創設者である森有礼の函策もあったのだろうと

思います。というのも、彼はもともと教育事菜を国ないし地

方自治体の仕事と考えていて、商菜学校の開設も政府に進言

すれぱすんなり受け入れられるものと考えていた。ところが

政府には別の樽想があって、彼の建議は受け入れられなかっ

た。そこで、とりあえず私塾という形で開校し、時期を見て

これを国の教育機関へと昇格させようと考えていた。そのス

テップの一つが東京府への移管だったというわけです、一橋

の歴史は汗と涙の昇格の歴史だという人がいますが、それは

まさに創設直後から始まっていたのです。

　設置者の鞍替えはその後もつづいて、明治17年には農商

務省の直轄になり、「東京商菜学校」と改称します。さら

に翌18年には文部省の所轄に移り、かつ最初から官立でス

タートしていた東京外国語学校およぴ同校附属の高等商菜

学校と合餅しています、この合併は、神田一ツ僑にあった

1■●■　19



ll1東京外国語学校の佼舎や図寿館を継承しながら、校名は

l1陳京商業学校を継承するというものでした一

　ともあれ、則治20年には「商等商菜学校」となり、30年

代に入ると学内外で本学を基盤とする商業人学を設置した

いという要望と運動が鳥まります、帝国議会でも商業大学

設置の建議案が通遇しました二ところが、文部省からは、

帝1司火学1及東京人学）法科火学内に新たに経済科と法科

を設け、本学の専攻部は廃止するとい引1欄案が発表され

るのですね、つまり、リストラで膚を叩かれたようなもの

です＝本学関係者がこれに反旗をひるがえしたのが、明治

」1年から」2年にかけてのいわゆるl1噌箏件です、

　このリストラ案は切り抜けたものの、人止2年にはふた

たぴ本学を帝人に併合するという再箱案が浮トする、これ

も未然に防ぎ、大I［9年、ついに大学舛絡の悲願を達成し

ます、「東京商科大学」の発足です、ところが、喜ぴもつ

かのま、人1［12年の関東人震災でその人学校舎の大’ドが倒

壊、焼失してしまうのです、

　この被災も乗り越え、珊和2年にはキャンパスを神111一

ツ橋から理在の圃tに移します、そして昭和5年にはその

1司立キャンパスに新しい図書館が竣1二します、こうして現

在に至る・僑火学の基盤を整えたんですが、珊和6年、今

度は大蔵省から、戸科と専門部を分畦して予科は廃止する

というリストラ案が冊される、またまた存亡の岐路に立た

されることになりたわけです、これに対する全学をあげて

の反対運動が、いわゆる籠城事f牛です、

　その後、国内は戦時体制に入り、大学予算が適迫する中

でも、研究敦育は営々とつづけられたのですが、やがて図

蒔館をのぞく敷地校舎のほとんどが軍に貸与され、太学と

しての僕能を栗たすこともままならない状態に追い込まれ

ます＝キャンパスが軍需1二廠と化すことで重点爆撃に脅か

きれることにもな1〕ます、さらには「東京産菜大学」と改

称させられたりもする二載時ドに商法の研究教育はふさわ

しくないというわけです、

　載後のr・橋火学」としての歴史は割愛しますが、こん

なふうに本学は何度も廃校の淵を渡ってきているのです

ね、そしてそのことが、本学の国立大学らしからぬ按風、

すなわち他に頼らす白らの力で立つという一橋スピリッッ

を育んできたといってもいいでしょう＝

　　　　　図書館の拡充を

最高学府への昇格につなげる

　こういう歴史の巾で、本学図書館はどのように形成され

てきたか。

　酬治9年、商法講肖所が東京会議所から東京府に引き渡

された時、その引き渡し物作に含まれていた誇篶は、わず

か55冊にすぎませんでした二授粟に欄いられていたのは欧

ザ

商泣＾帝1・斤時代1ハ1劃覧≒｛

米から取り寄せた簿記や算術の原書で、当時、そういう書

篶はそう容易に人手できるものではありませんでしたか

ら、私塾としてスタートした生徒籔50名たらずの請習所に

とっては、これが楕一杯だったのかもしれません。

　本学が図書室と呼べるような施設をもったのは、東京外

国1語学校と合併し、その書籍庫を継承してからのことです、

家京外国語学校には開成所や洋学所から受け継いだ7000冊

ほどの洋書や漢籍が収蔵されていました、加えて明治7年

の閑佼以来、毎年1000冊近くの書籍を購入してもいた二そ

れがそのまま本学の蔵書になったわけです、その人部分は

東京外1司語学伎がふたたび分蟹独立する際に同校に戻され

るんですが、戻されないまま今も本学図書館に残っている

貴重図書も少なくありません、

　ともあれ、こうした書籍をべ一スにして、明治27年には

木造2階建ての書庫と固覧所をもつ図書館が落成します、

総坪歓67坪ほどの小さな図書館ですが、本学の関書館の歴
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図書館を社会科学における

　研究教育の中心に置く

　図書館は、もちろん、箱としての建物だけで語れるもの

ではありません、御大典記念図書館という、箱としては他

に恥じることのない大学図書館はできたものの、大学昇格

当時、蔵書冊敏はまだ6万冊に満たず、図書館の運営や目

録整備にいたっては素人仕事の域を出なかったようです、

　本学図書館に近代的な運営技術が導入されたのは、大正

10年、当時の図書館主事だった三浦新七教授が、台湾総膏

府図書館長だった太田為三郎氏を実質的な図書館長として

本学に迎え入れてからのことです、太田氏は図書館学のエ

キスパートで、文部省も新設の文部省図書館教習所に迎え

人れようとしていた。それをいわばヘッドハンティングし

たわけです。その太田氏が、目録朽纂事務のエキスパート

だった小長谷恵吉氏をはじめとする優秀な図書館輿を呼ぴ

寄せ、図書と図書館の本格的な整備がスタートすることに

なります。言葉にすれば簡単なことですが、茂書の多くが

欧米から取り寄せた多岐にわたる尊門書で、かつ図書の分

類表も定まっていないという中での整備ですから、これは

とてつもなく大変な仕事だったと思いますね、

　一方、黄書の充実にも力が注がれ、大正10年にはドイツ

留学中の孫田秀春教授の奔走によってゲルマン法の太御所ギ

ールケ教授の遺蔵書が、11年にはやはりドイツ留学中の太

塚金之助助教授ら6人の留学生の奔走によってオーストリア

学派の始祖メンガー教授の遺茂書が本学図書館に収蔵される

ことになります。ギールケ文庫とメンガー文庫は今も本学が

世界に誇る二大コレクションですが、その購入を大学に進言

し、売買の交渉にあたったのが20歳代、30叢代の留学生た

ちだったということには驚かされます。また、その晴入資金

のめども立っていない中で、購入にゴーサインを出した佐野

学長や三浦図書館主事をはじめとする当時の大学当局の勇断

にも劇匿させられます、ちなみにメンガー文庫の購入価絡は

約7万円。図書館の建設費用をも上回る額でしたが、それを

支弁したのも卒桑生からの寄付金でした。

　こうして大学図書館の近代化が緒についた矢先の人正12

年、関東大震災によって本学も校舎の大半を失い、村瀬文

庫をはじめとする多くの書籍や研究資料を失うことになり

ます、しかし、図書館の蔵書と、三井ホールに留め置かれ

・傍火学離伐1司、I…餓火1副覧宇　1－1■㌔1

ていた購人直後のギールケおよびメンガーの両丈庫は、駆

けつけた学校関係者の機敏な消防活動によって焼失を免れ

た、これは、どんなに感謝しても感謝しきれないほどのこ

とです、

　焼失を免れたことによって、本学図書館の蔵書を研究利

用したいという学内外の要望がますます高まり、図書館員

のみならず全校の教官の共1司作案として図書目録の整理が

遼められることになります＝同時にまた、わが国有数の蔵

書家として知1られた左右田喜・郎博十の遺蔵書をはじめ、

本学関係者のコレクションが次々と寄贈されるようになり、

この頃から蔵書の増強にはさらに抽車がかかるのですね、

　そうしたlllで、火学の国立移転と予科の小平移転が決ま

り、図誇蝕も新築されることになります、この図書館が、

今もその姿をとどめるとおり、キャンパスの正面中央を陣

取り、しかも館内に研究室や指導室を組み入れているのは、

社会科学における研究教育の中心は図書館であるという本

学関係者の総意を具現化したもので、本学が他校に先駆け

て実現したことです。

　新図書館の書庫は20年先を見越して設計され、その書庫

には総延長およそ1万メートル、30万冊の書物を収容可能

という5層オール・スチール製の書架が採用されていま

す二もちろん当時最新式の書架です。

　折しも世界恐慌の波が日本にも押し寄せ、卒菜生の就職

もままならないという時代で、しかも当時の国立には遊べ

るようなところがなかったからでしょう、この新しい図書

館はオープン当初からいつも学生たちで満員盛況だったと

聞いています、

竈
．

々



　　一橋生を育てた図書館は、

一橋生が育てた図書館でもある

　長引く経済不況と、それにつづく十五年載争は、、琴篤の

騰人もままならない学’ヒや教官をますます1刻書館に引きつ

けることになりますが、図書飾の1刻浮購入費も次第に適辿

し、文部劣からはこれに迫し・打ちをかけるように外1則買1．等

の購入は最小隈にとどめよという適達まで咄されます二こ

れに対して時の図書蝕委輿会は、如水会や卒業’kに寄付金

を寡るとともに、海外在作の宇菜牛には海外図斉の寄贈を

依頼するなど、1刻書購人費の不足を檎う活動をくりひろげ、

中西（有‘〕文庫、佐野（薄作〕文庫、石原（宗助）文庫、

トlH｛貞次郎1文庫など、本学1刻爵館を特色づける多くの

特殊文庫の寄贈を受けています＝

　また、神パ商人と火阪鮪火、それに本学で「｛商火1刻i等

＼

　ミ

館協議会」を縞成し、閑書と資科の柵’f貸借に適を開いた

りもしています＝

　学’kたちは学11｛たちで、夏季休暇を返1二して、図書館に

収蔵された邦丈雑誌の詮文索引カードの作成にあたるな

ど、図浮館の運営にカを貸しています＝’1僻、雑誌に掲載

された一畜丈のl1録は昭和5年までのものLかなかったた

め、この力一ドはずいぷん重宝されたようです＝

　1刻一等館は、図舎を慎に収蔵していれぱいいという施設で

はないのですね二収蔵している；寿籍や資科のすべてが、定

まった分類表に基づいて分蔵整理され、どんな内容の本が

■等架のどこに収度されているかが分からなけれぱ、まさに

’主：のもちぐきれになってしまう二ですから戦時体制下にあ

っても、寄贈を受けた文庫のn録は、受け人れ後ほとんど

1糊髪を人れずに作成されているんですね、図詩館員のこう

した働きにはほんとうに頭がドがります、

　そうこうするうちに1司tキャンパスのト空にも毎口のよ

うに敵僕が求襲するようになり、昭和19年の募れから20年

にかけて、鼠重、竿約5万冊の疎開が行われたのですが、時

旺ヨも差し辿った巾ですみやかに貴重書の選別ができたの

も、それに先立って図剖1録が整理されていたからだと思

いますね、

　また、特筆すべきは、この疎開図涛の叫1には、メンガー丈

庫やギールケ文庫、左イ洲文庫などと並んで、令宰菜作の学

fケ詰文も含まれていたということです、本学1刻書館は今も全

卒菜’kの学位詰文を収蔵しつづけていますが、これを1壮界的

な宝典とlli1等の賢重薄と見なしているというところにこそ、

本学1刻書館のt脚点があるといっていいでしょう、

　本学図．琴館は、本学に学ぷ学’kたちを育て、その学’kた

ちによって育てられてきた図．琴館なんです、ですから、学

’kたちは宇案後も図．等飾を本学のシンポルと考え、その図

、等館の拡充に心を寄せてくれるんだろうと思います二本学

1曳1i等館の現在の蔵．等冊敏は17』万冊にのぽりますが、その

1冊1冊に、卒菜’kたちの思いが宿っているのです、1談〕
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■・1㎞一㎞

わが国における

EU学術研究、情報発信、普及活動の拠点

EUIJが本格的に発足

各界の期待を集めてEUIJ正式発足

　「Eじインスティテユート・イン・ジャパンlEじ1J〕」が、　’僑人学マーキュリー

タワーに拠点をおいて発足したのは、200』年』月111のことである、Eじ1』は、l1本

におけるEし1の学術研究および涛及活動の拠点を構築すべく、欧州委旦｛会が募集した

人札プロジェクト＝200』年の・1月から、1ト年の準備馴制を含めた3年．トのプロジェ

クトで、欧州委旦11会から1OO万ユー口の事業資金が拠州される・　・橋人学、国際基粁

教大学、東京外1庄1語火学、榊H熟人学の』火学が緕成したコンソーシアムの提案が、

採択されての発足である＝

　6”22111火〕、欧州委亘～会のロマーノ・プロディ委以長臨席のもと、來京・パレ

スホテルでこのEじ1』の閑設記念レセプションが閑催された・式典は・沽水啓典・矯

火学副学長のli1会により閑会、石弘光学長、プロディ委以長の挨拶に続いて、奥111

碩H本雑固連会上～、阿部正俊外務副火胴、小野許山文部科学棚火唖等ビーi時〕の祝

辞が述べられた、

　式典の挨拶でプロディ委員長は、EしII』設セの労をねぎらい、Eじ1』が今後のl1本と

Eし’との関係強化に果たす役割の重要性を強調した、その趣旨は

　□1本とEじとの帯岨認謹の強化ぱかりでなく、知殼を深めることが必要だ。私た

ちはEじやその政策等に焦点を絞った教育、研究、砕蒙活動を促進したいと考えてい

る＝Eし’ljがマスコミや経済界、オピニオンリーダー、政策決定好向けの、第糊の

惰鞭や知識の源泉となることを願っている」

　式典終r後に、プロディ委員長は・I人学の学牛約30名と性食をとりながら歓談し

た、これは、ポローニャ人学で長らく教蠣をとったことのある委貞長の強い要望から

実現したもの、杉浦保友一僑大学教授の司会により、学牛から投げかけられる、Eじ

の今後についての様々な質問に、一戸定時閲を超えてr寧に答えていた。

　こうして、Eじ1』が本絡的にスタートしたのである。

一改州委螂会委螂上三ロマーノ・プロデ寸上モ

一■　27



I・1㎞・・㎞

EUIJの活動の目的

　この5”に新蛆加削旺1を加えて25の加1離1司からなる世界最大の単・i市場Eじ、l1本の

学’kや・般■li民が欧州統合の重要性を舳〕、l1本一Eじ間のパートナーシップを強める

のにはいい機会といえる、そのようななかで、EしI1Jに期待される活動H的は次の適り＝

u〕Eじに関する教育・学術研究拠点となる

　火学学部1kl｛1lけにEしI閑連科11の新設、欧州からの教授の拙聰、奨学金提供、欧州

の火学との共同研究や学術交流の推進などの活動を推進、Eし’研究の拡人・深化をl1

的とした巾核研究拠点を構築する、Eじをテーマにした．1火学コンソーシアムのカリ

キュラムlEUコース〕の開発により、多くの学・kが正蜘の科］の11lでEじに親しむ

ことになる、なお、必要‘算位を修得した学1kには、EじIJからEし研究の修r証書を

授ケすることも計両している二

（2〕Eじ備報の発信拠点となる

　ホームページのケちヒげ、ニュースレター、年次報㌻の発行、EしIライプラリーの

設問、Eじ1Jメンバーズクラブ、Eじ関係儀関との緊密な関係樹立などによって、有益

なEじ情報を発信する＝

（3〕Eじの浮及活動の推進

　学’kや・般巾民のEじ理解を深めるため、放送火学人学院でのEじ講座の開講

（2006年から・1年間〕、Eじ関連講演会の膿催、国際シンポジウムやワークショップ

の開催、企菜向けEし’ビジネスセミナーの開催、公開講座の開催……などの普及活動

を行い、人と人とのつながりをも強化していく＝

り；学を代表し扶価する・傍人学｛i学長

し七7シヨン：二はE一’加1響各1日火腔およぴ

各界の要人もぢ血1した

　　　　　　　　　　　●　　’』　　　　　　　　　　　　≒．
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一橋大学

役割分担

①幹事校としてコンソーシアム全体のとりまとめ

1・新EUコース・単位互換・Eu単位取得証明委員会リーダー

一普及活動委員会リーダー

’一定分野の共同研究担当

高まるEU研究の求心力

一橋夫学夫学院

法学研究科教授

杉浦保友

　すでにアメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーラ

ンドでは、EUlJと同じコンセプトのEuCen1reが設立されて

います＝欧州委員会は、豪州、ニュージーランドの複教の犬

学コンソーシアムによるEu　Cen－reがうまくいっているとし

てこれをモデルにして、EulJを結成することを求めました、

なお、マスコミなどではなく大学を拠点とするのは、これま

で不足していた日本でのEu研究・教育拠点を設立したかった

こと、情報が集まりやすいということと、将来のビジネス、

ポリティカルり一ダーを育成するなど、日本でEU理解を深め

るには、大学が一番適切と考えたからです＝

　一橋犬学には、勿論、経済、経営、法、政治、社会問題の

個々の分野で、EU研究が進んでおりますが、更に、ビジネス

現場やビジネスリーダーに近いという特徴があり、また、ヨー

ロッパに提携犬学が敷多くあります、lCUは外交、国曝政治、

科学技術、EU法などの分野でEU研究か進んでいて、ヨーロッ

パに人脈も多い＝そして、東京外国言吾夫学は特殊言語を中心に

地域主義の研究を行っていますし、津田塾大学は社会問題や環

鏡問題の研究を熱心にやっています＝こうした組み合わせの妙

と、ビジネスセミナーや、学生への欧州インターンシ・ンプヘの

スカラシ・ンプの供与、放送大学の活用など提案内容のユニーク

さが欧州委員会に評価されたのではないかと思っています、

　違った切り口を持った4大学が組むことによって、新しい

ものが生まれてきます＝ここではEuについては日本で最も新

しいことが学べるのです、すでに、欧州委員会からさまざま

なインプットがあり、来日する学者や作家などの講演会やシ

ンポジウム、欧州から来日する学生などとの交流計画を検…寸

しています。

　一僑大学は21世紀COEプログラム「ヨー口・ノパの董新的研

究拠点」にも採択されました、これは、EulJ活動とも密接に

関連しています、

　これらにより、一橋犬学におけるヨー口・ノバ研究の求心力

がさらに高まり、日本でのEu研究・教育の拠点として、また

EU普及活動の中心として七日本の他の大学にはない特徴を出

していければ良いと思っていますI（談」■

学生がメリットを享受できる仕組みづくり

一僑犬学大学院

商学研究科教授

小川英治

　一橋大学では、これまでEu研究・教育が組繕化されていま

せんでした＝法学部や社会学部にはEU関連科目がありました

が、商学部と経済学部にはEU研究者はいましたが、授業科目

としてはなかったのです二そこで、二Euにおける企業と市場．

．’Eu経済とその改董∴EU法∴国曝社会学1二など、各学

部がEU関連科目を提供することを計画しています＝さらに、

4学部の8人の先生によるオムニバス形式の　EU入門二を開

講するのも一つの特徴です、もちろん、これらの請座は4大

学の学生に単位互換科目として公開する予定ですし、一定の

単位を取得した学生にはEU研究の修了証書を授与することも

考えています二

　なお、EU機関やEu企集でのインターンシップや奨学金が

用意されているのもメリットニEUコースを修了することは、

Eu企業への就職ばかりでなく、国内企業への就職でも優位性

を持つことができるでしょう二

　Euでは、政治や経済で実験的な試みが行われています、

Euを学ぷことは、アジアにおける自分たちのポジションを

考えることにもつながります、たとえぱ、拡犬Euに加盟す

るために新加盟国は自国を変えていきました、その過程を研

究することは、東アジア共同体を模索する際に役立ちます、

EU研究の成果を、東アジア研究にまで及ぼすことカfできる

のです、l1談1

㌧。・…　　ξ
　　、一・　　　　一㍗㍗‘シ

　　　　　　　　　　　　　　　　ー‘、オー。

　　　　　　　ロマーノ・7ロティ委己i長ハ希甲；ニニ；

　　　　　　1火学ω箏牛た吉、と1ノ嚇ぷ山鳩が設1デ。れ
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国際基督教大学

役割分担
●ミンション・学術交流・共同研究委員会リーダー

●一定分野の共同研究担当

EUの動きと学問との整合性を持たせる

匡1際基督教大学

杜会科学研究所所長・

大学院行政学研究科教授

植田隆子氏

　加盟国25カ国、世界のGNPの4割を占めるEU、世界的な影

響力はますます増大し、アメリカとEUで多くの国際的な物事

が決まってしまう時代です、とくに日本では遅れているEu研

究を深めていくのが急務といえます、教育面でも各国の言語、

文学、歴史など個別の講座はあっても、EUをひとつの政治経

済文化圏として捉えた総合的な教育は日本ではほとんど行われ

てきませんでした、EU1Jの任務は大きいのです、

　lCUでは、もともとEUについての専門的な授業が4大学の

中では最も多く開講されています、EUの対外関係、欧州安保

を研究している私のほか、前EU代表部大使の木村崇之客員教

授と、EU法、国際法などの分野で世界的に著名な大家の

Thomas　J．Schoenbaum教授（行政学研究科）が、すでにEU

に関する授業を行っています。

　EU1Jでは専門家を欧州から招轄して新講座を開誰します、

1CUは自然科学分野を専門課程で持つ大学として、エアパス・

インダストリー社やEU版GPSのガリレオ、宇宙政策などでも

注目されるEuの科学技術政策に関する講座を日本物理学会会

長の北原和夫教授（理学研究科）が組熾し、来年9月一11月

！1約10週剛に開請します、来年8月末一9月上旬には集中講

義で英国の外交官、欧州官僚の経験があり、EU惰勢に関する

分析で欧米の学界やマスコミも注目するフレーザー・カメ□ン

博士を招いて「EUの対外関係」‘セミ形式〕を開諭予定です。

外交官や国際公務員志望の学生さんにも役立つでしょう。4犬

学の挙生さんは共遍講座を是非、活用してほしいですね巳

　留学生との交流目的の行事である本年12月のlCu「国曝週

間」では、10日に4大学でのEU関係の討論会企画が学生から

提案され、準備に入っています、2005年1月10日のEulJの初

回国際会議／1Cu、一般公開）では、「Euをどう教えるか」

「Euの新しいトピックス」などEu本体の動きを、第一線の専

門家たちと検言寸する予定です、視野を広げ、E∪をきちんと学

ばないと国際社会の動きから遅れるという危慣感カfあります、

国際的に活躍するためにはEuに関する知識は、もはや「MUST」

なのです、そのため、Euuの研究、教育、惰報善及活動は日本

で犬きな期待を集めています、（談）

東京外国語大学

役割分担
●スカラシップ委員会リーダー

●地域・文化の共同研究担当

EUの多様な価値観を学び、協力しあうパートナーに

埜　1！

東京外国藷大学

教授個際法〕

西立野園子氏

　東京外国語犬学は、26専攻50言語に分かれていますが、地

域研究、国際関係論、国際法、経済などの勉強とこれらを結ぴ

つけることによって、広く国際社会で活躍する人材を育ててき

ています＝その意味からも本学はEuを学び、その成果を世界

に発信する上で格好の場といえると思います。

　すでに昨年度からEUlJをにらんで、’ヨーロッパ経済論ニニヨ

ー口・ノパ国際関係論二など、EUにフォーカスしたカリキュラム

をスタートしていますが、1年目の計画としては、ニヨー口・ンパと

いうかたち」というタイトルの公開講座を5回シり一ズで展開

します、また、単位互換科目としては、＝EU諸国の比較政治二、

チェコ語、ポーランド語、スロベニア語、スロバキア語など少致

言語の提供などを予定しています、中でもEu加盟諸国から教員

を招跨して行う新設科目の二EU法jはEUlJの目玉となると考え

ています。EU法の専門家は日本でもまだ薮えるほどしかいませ

ん、その方にはコンソーシアムとEUとの閤のコンタクトパース

ン的な役割も担ってもらうことも期蕎しています。できるだけ

数年ごとに違う国からきてもらえればと考えていますが、そう

すればEUのいろいろな飽域の勉強にも資すると思います、

　EUは多言語主義をとっており、地域言語文化を尊嚢、獲護

しています＝放送大学ではヨー□・ンパの言語政策に関する詣義

にもかかわることを考えていますが、これなどは東京外国語大

学ならではの貢献の仕方といえるでしょう、また、2006年のサ

マープログラムでは、マルチリンガリズムの専門家2名をEUか

ら招跨する予定です、

　これまでの地域研究は、国ごとに完結する形でしたが、これ

からはEuというコンテクストの中でそれぞれの国を改めて見直

すα壌があります、またマイナーな言語も含めてそれぞれの言

葉、文化を学ぶということは、今後のグ□一パル化の中で重要

性を増す市民社会レベルでの交流においても改めて価値を発擾

することでしょう、またEUの外交、政策を学ぷということは、

とかくアメリカに気をとられていた日本カf、多様な価値観に触

れることによって日本としての軸の取り方を主体的に選びとる

方向に向かえばいいと個人的には思っています、

　スカラシップ・インターンシップ担当の幹事校としては、EU

機関でインターンシップを経験することはヨーロッパでもステ

ータスだということと、まだ一般には知られていないみたいで

すが、日本でもEU法などEU研究に強い人材に対する二一ズカ｛

非常に高いことを強調したいですね、（談）

30　1・1■



津田塾大学 肌㎞・・㎞■

役割分担
●図書委員会リーダー

●一定分野の共同研究担当

「地域とEU」で先行する強みを活かす

津雷塾犬学

学芸学部

国際関係学科助教授

大島美穂氏

　津田塾犬学は規棲が小さいだけに、各学科間の垣根カ｛低く

小回りが利きます、たとえば、EUと外部地域との関係＝アフ

リカやトルコなどの研究者も交えて請座をつくり上げようと

しています、また、情報教理科学科を巻き込んでいこうとし

ているのも、小回りが利くメリットです、さらに、同時通訳

や広報のノウハウがあるOG会の津田塾会が全面釣に支援して

くれるのもメリット。公開請座やEUアピール活動などの惰報

発信に大いに役に立てるよう努力したいと恩います、

　二EU法二二EUの外交jなどの研究の饒になるような研究は、

ほかの3犬学に任せて、凄田塾大学では今年度はr地域から見

たEU∵EUと環境問題』『Eu環境法」などを単位互換記座

として取り上げます亡学生は4大学でさまざまなEu記座を受

講できますから、淫田塾犬学の得意分野である「地域とEu」

関係を中心に取り上げていこうとしているのです＝なお、唯一

の女性夫学としては　ジェノターの視点も重要になるでしょう一

国際関係学科のみならず英文学科にもその研究者は多いので、

協力をしていただくことになります、EUを学ぶということは、

最終的には「日本はどうなのか」ということを考えること、

　日本ではヨー口・ンパ各国の個別な研究はあっても、EU研究

者の后は薄く、まだまた未開拓な分野というのが現状です、

EUに統合されたことで各国に何が生まれるか、学生にとって

は、自分の中で自分なりのプロジェクトを設計してアプロー

チする姿勢を持つことが重要になります、それがトータルな

視点を持つことにつながるのです＝

　淫田塾犬学はEUlJの図言委員会の幹事校でもあります、4

大学でEU関連図書を選書して購入するほか、図書館の相互利

用まで推し進めようとしているところです、多摩にある4夫

学は、自転車で通える艶囲、EulJは、研究よりも教育に力点

をおいた教育色の強いプロジェクトですから、学生にとって

は犬きな魅カカ｛あるといえます、（談〕

左から、鈴木国曝基傍籔火学長．．占付津晒塾人学長．池岩東京外旧蘂人学長、石・｛書火学長

EU　lnstitute　in　Japan開設記念レセプション

，
｝

；t＿＿＿
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2005年4月開校の国際・公共政策大学院

　　　　　～その狙いと回指すもの～

経営学大学院（Business　School）、法科犬学院1Law　Schoolllに続いて、政策大学院（Policy　School）が、

　　　　　　平成17年に向けて開校準備を進めている、正式名称は国際・公共政策大学院＝

　　　　　　　　　　　　その特徴は、法学研究科と経済学研究科が連携して、

　一橋大学ならではのアセットをフルに活用した政策犬学院をつくり出そうとしているところにある、

　　　　　　　　　　　　　　　　　以下にその詳細をまとめた。

政策大学院創設は時代の必然 一橋大のアセットを結集

　経済、文化のグローパル化、ボーダレス化が進んでいる、維

済や宇1：会の旧際化は肖然ながら政策I面にも影響を及ぽす、　・国

の視点のみから見た政策では通1刑しない、それが今の時代では

ないだろうか。つまり、法律や経済学、旧際関係などの幅広い

概点と高度な尊門性を持ったプロの育成が急務になってきたの

である、

　教育現場にl1を転じると、火学院の復権が逮んでいる、グローバ

ル化がもたらすメガコンペティションにより、段薬に必要とされる

尊111雌が増人しているからである、それは企菜ぱかりでなく同際割

織、1司やn治体、N（；O　NPOにも同様に及んでいる、1司際交渉の

場でも、交渉柵乎である欧米やアジアのスタッフは修Lや博Lであ

るケースが人平である、肖然、その流れは官僚はじめ祉会企般に及

んでいく、

　高い尊1I『惟を持って細織の巾で個人の力請が発禰できる人材

nら課題を発見し、その解決を図ることができる人材の育成が、と

りわけ公共政策分野で強く求められているのである、

　政策人学院がめざしているのは、火きく分けて次の・1つになる、

1．先端研究の基礎に立つ高度尊門教育

2．横断的分析による複合的視点の育成

3．政策分析における多角性と実践惟の重挽

』．アジア・太平洋における拠点の構築と世界への発信力の養成

　・橋人学がこれまで蓄検してきたアセットが、政策火学院のさま

ざまな場面で有儘的に活かされている、

　たとえぱ、教授と学’1｛の関係が緊密な伝統の少人籔教育、政策人

学院の定胴は毎年55名、新卒者、祉会人、留学’セを交えた少人籔教

育こそ真の政策のプロを育成するのに不可欠な環境なのである、

　法学、経済学の融合も強みの1つ、政策人学院では法学、国際1廻

係、経済学などの枠組みを基に多面的にアプローチする。カリキュ

ラムには、巽なる学間領域に属する教員が共同して1つの榊→を榊

肖する「横断型科11」もln意されている＝

　・僑人学がn他共に認めている民間との強いネットワークも政策

研究の深化を後抑しする、政府後関はもちろん民贋雌関との交流・
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　　　　　　　　経済学研究科長　経済学部長

　　　　　　　　　　田近栄治Eiji。。ji。。

「修了後のキャリアを意養して、出口から考えて挙ふことを

㌻㌫鴛ニニニ…

法学研究科長　法学部長

山内進S。。。m。。。m。。。。i

「案践力が身につく新しい仕組みが特鐘一

官庁や独立行政法人．国際公務員．娑合研究所、

NGO■NPOなどに、政策のブロとして送り出します」

連携を適じて政策研究を蓮めていくのである＝なお、敦員側も実務

家や財携省・l1蜘1i身者など、突務に強い人材を確保．実践的な研

究を進めていく＝

　これからのl1本に、アジア・太平洋地域との連携が重要であるのは

いうまでもない、・僑火学ではすでに、グローバル・ガバナンス・プ

ログラム及びアジア公共政策プログラムの核となる2つのプログラ

ムにより、アジア・太平洋地域σ）研究折や学作と交流を逮め、研究

拠点として儘能させてきた・これらのブログラムは政策人学院のな

かに統合され、教育・研究拠点としての作在感をさらに高めていく、

2コース・4プログラムで構成

する際に必要なさまざまなスキル、広い意味でのコミュニケーショ

ン能力（深く膓く力と伝える川を身につけるのが11標になる＝

　この2つのトレーニングをバランスよく履修することで、専門惟

の商い見．設と技能とともに、高いコミュニケーション能力を身につ

けることができるようになるのである、

　なお、さまざまな政策に対して多噛i的にアプローチできるのが、

カリキュラムの特色＝学’1｛は所属するコースとプログラムを選択す

るが、カリキュラムは法学、因際関係、餐済学などの尊攻を横断し

て、さまざまなアプローチを学ぷことが奨励される、それぞれのア

プローチのよさを卿〕入れて、多面的かつ深く政策を分析できる能

力を育成しようという考えからである＝

　政策大学院は、2コース、一1プログラムで樽成されている、法学

系の「国際・行政」と織芦学系の「公共経済二の2コース＝さらに

各コースは「公共法政」「グローパル・ガバナンス」、そして「公共

経済」「アジア公共政策」の各2プログラムに分かれている、その

なかで「アジア公共政策」はアジアからの留学’kを巾心とした独立

性の高いプログラムで、授菜はすべて英語で行われる＝他のプログ

ラムには、維験を穣んだ祉会人なら最短では1年間で修1ニサを取得

できる1年制課稚が設けられている、

　カリキュラムは、テクニカル・トレーニングとプロフェッショナ

ル・トレーニングで構成されている＝

　テクニカル・トレーニングは、基礎科H、コア科目、応榊亭川、

事例研究の』つに分類される、基礎榊一1で政策の基本を確実に身に

つけてから、コア科Hで政策に関する基本的な間題を学び、応榊科

1．1で広く深く研究を進めていく＝そのうえで事例研究により、実際

の事例を素材として、それまで学んだ理畜や分析千法をフル言舳】し

て政策の分析・詐価ができる能力を身につける＝

　これらのテクニカル・トレーニングに加えて、「インターンシッ

プ」「ワークショップ」rコンサルティングプロジェクト」から成る

プロフェッショナル・トレーニングが行われる、社会で実際に活躍

プログラムと定員

世界に通用する政策のプロ育成

　政策火学院の育成しようとしている人材を整理すると一

1．同際・公共政策の専門家として、法律学、国際関係、経済学の

いずれかの分析方法を習得している

2．閲題の複雑さに対応できるよう摩接分野の分析方法も理解して

いる

3．岡内外の政府活動や地域杜会の政策現場で笑践的政策分析と提

案を行い、優れた．貌得力により、提案を政策として実行できる能力

を持つ

・1．優れた政策を世界に向けて発信できる

　こうした適応力のある政策のプロを育成するために、教員の密

接な指導と監督のもと、政策の基礎科口の徹底的な習得や具体的

な政策の掘りドげた分析と討台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　萬合する専門領域

を行うのが特微、さらに学休は、

n分n身で行政や総合研究所を

巻き込んだプロジェクトを企南

運営し、閑際セミナーを支えて

いく、

政策大学院に関する詳細情報は

公共法政

hnP1・．www．hit－u．ac－jp　IPP

国際・行政

　　　グローパル・ガパナンス

公共経済

公共経済　　　　　　アジア公共経済

2年課程　　　　　新卒者・社会人・留学生

1年課程　　　　　　　　社会人

25名　　　　　　　　　　　　　　　　　　15名

15名

一僑大学国際・公共政策犬学院は2004年10月時点で、詮置認可申言青中です

■■■■　33



　　　　　　言語社会研究科・留学生センター・国立国語研究所の

三者連携による新講座「日本語教育学位取得プログラム」がスタート

～3つの角度からのアプローチで、最高水準の日本語教員養成体制・日本語研究体制を確立する～

目本語に対する多様な問題関心に対応する

言語社会研究科脇科長佐野泰雄Y・・mS…

　口本に関する深い理解と鮮度の高い憶報を携

えて旧際的に活躍する［1本語教育杵を養成する

こと二これが、2005年度新規設置の連携講座

「1本語教育学位取得プログラム」のH的です＝

　言諾と祉会の複合的な閑係を．セな学問領域と

する本研究科の学生、特に留学牛のなかには、n本語そのものを学

びたい、あるいは課稚修r後、l1本語教員としてのキャリアを歩み

たいという希望を持っている考がいました．ところが、これまでは

その受け皿となる体制が整っていませんでした、

　そこで、一僑大学留学生センター、ならびに1三け国語研究所と連

携して新講座を設置、卜記のプログラムを実施運営することにしま

した、留学生センターには、l1本語教育学一般に関する理詰的突践

的研究教育はもとより、祉会科学の総合火学ならではの尊門日本語

教育の蓄積があり、それを連携講座に提供していただきます、

　困内最火の1』本誘研究機関である国立国語研究所は、話し言葉の

研究、対照言語研究1たとえば口刺などの領域で先端的な菜績を

挙げています、学生諸君はこの機関所属の先’kを介して、最新のH

本語研究に接することができるでしょう、

　もちろん日本語の総合的な研究には、H本祉会やト1本文化へのl1

配りが不可欠です、新連携講座が設置される言語祉会研究科には、

祉会言語学、日本文化替、民熔学の成果が蓄積されており、それら

を学ぷことで、o分の研究に祉会的、文化的な奥行きと広がりを与

えることができます＝

　このプログラムの修十課程修r後のキャリアとしては、1ヨ本語教

員のポストに就く、あるいは博土課程に進学し研究者となるといっ

たオプションのほかに、u系企業や合弁企菜に就段したり1留学生〕、

官公庁や地域白治体で国際交流桑務に携わることも十分考えられま

す、こうした可能竹、をサポートするため、インターンシップをカリ

キュラムに導入するほか、地域との連携によるポランティアなど実

践的な教育の場を潮意します、これらもこの請座の大きな雌力にな

ることでしょう。

　2005年の春には、国立国語研究所が立川に移転してきます。研究

の柵π禰完という内的要閑に加えて、地縁という外的要因も強い動

儘となり、一気に新講座開設という運びになりました。ありがたい

ことです。

　n本語教幽にも学位カ泌須の資絡として求められる時代に既に入っ

ています、現職のH本語の先生たちにも、本連携請座を学位取得のた

めのリカレントブログラムとして使っていただけると確信しています。

　「□本の関連教育機関のなかでは、最高のものになるだろう」と

いう声が、本プログラムの企画段階でよく聞かれましたが、今後

は、白他共にそう認められるよう成果を挙げていかなければなり

ません＝1談〕

　　　　　　　　　　留学生セノターは　日本藷教青部［と留学生帽譲部門からなります一全留学生対象の日本語授桑と目本箏傲育　ならぴに国口㎜究留学生

　　　　　　　　　　を主な対負とする6ヵ月簑中日本語予債教育などを実施する一方、留学生の心理的な悩みや生活、就学、就口等の帽譲に応じていま札目

本語教育学位取得プロクラムでは　社会科学の専1『目本語研究　教育の；i≡8を基浸に　日本語教育の国点から教育、研究を担当します。
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日本語の内と外をしっかり学ぶ

言語社会研究科教授イ・ヨンスクY・・・…kL・・

　　　　　　　　　日本語教育という面では、とりわけ漢字圏か

　　　　　　　　らの留学生には、背景となる歴史的閥題や祉会、

　　　　　　　　文化を無視できません、［1本語を学ぷことで、

　　　　　　　　日本語と母語との関係をふりかえる濃会にもな

　　　　　　　　ると恩います二

　日本とアジア諸国の関係を考える際にも、H本語学習が深い次元

での理解に役立つのではないかと思います、たとえば、韓国語の近

代化には日本語の影雷を無視できません二ほとんどの近代的な概念

を表す漢語は日本から輸入されました二しかも口本語と韓国語は言

語構造がよく似ているところがあって、影箒が直接入り込みやすか

った面もあります、l1木語を内側と外飼の両面から眺めることで、

l1本語研究の厚みも増してくると思います＝

　これまで、言語と↓せ族は・対一・で対応すると思われてきました＝し

かし理在は人が国境を越えて動いている時代です、l1本人だからl1

本語を話すのでも、H本語を話すからl1本人だというわけでもあり

ません＝その揃推で、l1本I語教育も幅広くやっていく必要があります二

r言語祉会研究科、留学休センター、同語研究所の三杵が・体となる

ことによって、理患的な11本諾教育儘閑ができると思います二峨〕

専門目本語教育か強み

一橋大学留学生センター長教授五味政信M・・…b・G．mi

　　　　　　　　　一橋大学の場合、留学生のほぽ6割が漢字圏

　　　　　　　　からの留学生です。中国からの留学生が多く、

　　　　　　　　それだけに歴史など日本語を取り巻く種々の卒

　　　　　　　　柄を知っていることは大切です、私は中国東北

　　　　　　　　部で日本語教育に携わったことがありますが、

街中で戦争の傷跡を日にしました、日本語教師は海外で仕事をする

こともあり、その国の載争世代の市民と接することもあります、l1

本語教育はどのように行われてきたのか、日本語教育史を学ぷこと

も、実践的な日本語教授法を学ぶことと1司様に重要です、この新講

座ではそれらを学ぷ環境が整っています＝

　留学体は学ぷべき専門を持っています、その尊門分野に応じたH

本諾教育が必要ですが、　惰大の留学生センターはその「専門ト1本

語教育」の蓄積を有しています、尊門ト1本語教育の教材1学術11本

語シリーズニはすでに9巻発行きれています、

　最先端のl1本語研究を行う国語研究所、H本語の内と外を研究す

る本センターと言語祉会研究科、この二三待が連携することによって、

＝三者のそれぞれが人きく発展することも期待しています、峨〕

様々な背景の人が集う「核」としての講座

趾国語研究所日本識育部門第一繊長井上 優M・・…1・…

　　　　　　　　　国立国語研究所は「研究開発部門」「［1本語

　　　　　　　　教育部門」「惰報資科部門」の3部門からなり、

　　　　　　　　日本語及ぴ日本語教育に関する研究を行ってい

　　　　　　　　ます。最近では、世界最高水準の自発音声デー

　　　　　　　　タベースである「［1本語話し言葉コーパス」や、

19世紀末から20世紀初めの総合雑誌r太陽二をもとにした「太陽

コーパス」などを作成しています＝

　日本語教育は、「日本語」を中心として様々な奪門領域の人が集

う場です。様々な背景を持った人が集まり、それぞれの研究を有

機的に関連づけることで、l1本1語教育の研究は厚みを増していき

ます、この連携講嘩は、そのような交流の核となることが醐待き

れます＝

　言諾研究者は、「■■言語」というものを通して、人閥や人闘をとり

まく雌界について考えています二また、一一言語、とりわけo分臼身の

凧語は、物事を分析的・実証的に考えるトレーニングには絡好の材

科です＝人は案外白分の肚語や文化について考えたことがないもの

です、留学化にとっては、l1本謡について学ぷことは、1司時に白分

の帳吾や文化を見つめなおすよい儀会となるはずです。（談〕

■　　　　　　　　　　　国皿国語棚究所は　目本蕾及ぴ国民の言語生活と外国人に対する日本語教育に関する記査・研究　ならひにこれに基づく資料の作成と情蟹

一’’’二戸＝；’’「　’；’い」’’’・’’’　の担供を行うむ閤です。言語研究の分野では、コンピュータを用いた計■言藷学研究、大規棲記査にもとづ＜方言研究・社会言蓄学研究な

どで知られています。日本蓄教育学位取得プログラムでは、言語研究の蟹点から　案証的なデータと分析手法の竈狽を存分に活用した教育、研究を捜当します。

・一僑大学大学農言藷社会研究科における新記座「目本藷教育学位理篶プロクラム」は2004年10月晴点て設置窒司申請中です
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、

族による企菜経営が巾心となっています・鮒閥や1司族維営と

いうと、　一般的には好ましくないというイメージだと思いま

す、でも、韓昨1の経済危僕からの脱却と、鮒閥は無関係では

ありませんでしたし、タイでは金融閥連の法が木整備であり

■i1法’li局にも依然ワイロが横行していますので、そのため、

fI言頓できる人間に経営を．1丘すためには同族畿鴬にならざるを

得ないのです＝また、l1本でもかつての護送舳珂方式は崩壊

し、企菜グループを超えた統合が行われていますし・企業へ

の融資や再建支援にしても「漬すべきものを潰すのはいいこ

とrという加11へ変化してきています、このように、銀行の

あり方は時代や祉会の環境変化、法や国民性など多僕な要素

が複雑に絡み合っているのです。

　こうした各国各様の構遣や箏惰、祉会環境などを抜きにして、

アメリカ流の「コーホレイトガバナンス」を物差しにして是非

を詮じても意昧がありません＝アメリカの「コーポレイトガバ

ナンス」は、「企菜は株i｛のもの」という考え方が枇会酌コン

センサスを得、資佃1i場からの資金調達が’llたり前であるアメ

リカで1ヒまれたものだからです、もちろん、「コーポレイトガ

　　　ノ
．今≧参＝1

　一一1・　　　　　　　　　4

　　　〆；

バナンスーという考え1∫は硬要なものですし、紬斉の健企な発

膿σ）ためには1司としてキチンとした施策を打ち、制度化してい

く必要があります　繍斉制1変研究センターではいま・■Glllb11l

Cnrpor；m　GnvemHn㏄Neユwork一とい引吐界銀行がつくろ

うとしている研究ネットワークに参加、肚界のさまざまな1司の

研究仔と連携しながら、「コーポレイトガパナンスーの研究を

進めているのです．

過去と現在を行き来して、

複雑な事象を解きほぐす

「探偵」を楽しみながら、

将釆の政策提…をめざす

　銀行に隈らす、「コーポレイトガバナンス」の構造を明らか

にし、現状や闘題点をlF確に把握していくためには、過去に遡

ってデータを集め、分析し、客観的な箏突を榊〕起こしていか

なけれぱなりません二こうした襖雑な要素を一つ・つ解きほぐ

し、何がどうなっているのかを探求することは・まるで■探倣、

にでもなりたような一面il．1さがあります、人学の1卵繊にこもっ

て、保存されている30年分のアニュアルレポートを分析した

り、銀行を訪間して経営属の方々ヘインタビューしたりと、机

トの研究からだけでは得られない牛き牛きとした活動に非常な

魅力を感じています二　・つ・つの箏象を績み1二げて掘りドげ、

さらに理沓と照らし合わせながら本質を適究していくミクロか

らのアプローチは、マクロからは見えないものも1”らかにして

くれます二ときにはプラックボックス化してしまう「緒茸一と

いうものを照射するには、ミクロからのアプローチは特に有効

ではないかと思っています

　理畜は“細的であるべきですが、研究には吋象とするものの

背炭まで踏み込んでいかなけれぱなりません＝最初にψし1二げ

たように、「コーホレイトガバナンス．のありカは、その1司の

榊1亨がわからないと躍解できないのです二11本にいてl1本の銀

行の研究ができることを、私はとてもハ・ソピーに感じています＝

　維済制度研究センターが、1阯界の研究好とアを隷んで進めて

いる一コーポレイトガバナンス」の研究は、維済発盤σ）ための

アプローチを候る基本研究です、じっくり腰を桝え、研究を儲

みトげ、将求はそれぞれの1司に貞猷できる政策胤言を行ってい

くことが、程、たち共適の1順なのです一談）
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理解のレベルと深さを耕す

　茶道の千家に「表」と「裏」の二つの流派があるように、

企秦籔略誉には二つの視点があります。わかりやすい例とし

て、「ヤンキースの倭井還手は、なぜ高収入を得られるのか」

を考えてみましょう。その要因はまず、一流選手に高収入が

約束されている野球というスポーツを還択したこと、次に特

に報口の高いアメリカの大リーグを還択したこと、なかでも

人気のあるN　Yヤンキースに所属している、と分析していく

ことができます。こうした、環境や状況といった外の視点か

らのアプローチ（outSide－i皿）を「ポジショニングの載略詰」

といいます。いわ1蛾略合の「表千家」です。これに対して、

松井還手は身体能力力榎れている、ことに動体視力が際立っ

ている、だから好成漬をあげられ、報口の高いヤンキースで

活贋できる、そのパフオーマンスの詰果として高収入が得ら

れるという、松井選手の持っている能カに注圓する考え方

｛hSide刈ut）もできます。これが「裏千家」で、「組倣能カの

饒略蓄」です。

　もちろん、「表」と「裏」のどちらカ氾れているかということ

ではありません。outside－iI1の捌点から考えると、「なぜ野球は

他のプロスポーツと比べて還手に高収入を支払うことができる

のか」という間題を発見できるでしょうし、inside－omtの視貞を

とれば「何をもって優れた能カとするのか」という間題が見え

てくるはずです。このように、二つの視点を同時に学ぶことで、

より立体的力り漂い理解が得られるということが重要なのです。

　複敏の視点をもつことには、もう一つ大きな意味があります。

それは、多様な視点を駆使することで、一つの視座からでは説

明のつきにくいことも艀明していけるということです。例えぱ、

戟略薔的にハーレーダビッドソンとホンダを比敦するとき、バ

イク菜界のなかでのポジショニングというoutside－i皿の考え方

で解明していくことができます。しかし、自動車彦乗のトヨタ

とフォードのケースでは、そうはいきません。セブン・イレブ

ンとファミリーマートとの比籔でも同様です。こうした場合、

inSide－outのアプローチが有効になるということです。さらに

いえぱ、トヨタの籔略を考える上で、有名な生彦方式を理解す

るだけでは不十分で丸なぜ、他の企菜がそれを真似すること

ができないのか、模倣の困竈性を考えていけぱ、なぜトヨタが

持簑的に利益を上げているのかについてより漂い理艀を得るこ

とができます。MBAに求められているのは、そこまで考えを

進めていける知讐であり、能カなのです。

少人数・20カ国の学生・

実務経験豊かな教員

lCSの「資産」を活かし、

本質重視の教育を実践

　I　C　SのMBAコースでは、口略を籔える艘に、outside一㎞と

i皿Side－outの二つの視点を獲得し、α使していけるカリキュ

ラムを実現しています。臭体的にいえぱ、まず竹内教授の授

「ヤンキースの松井はなぜ、高収入か？」

　　　二つの視点からのアプローチで

　　現象の先の問題点にまで肉薄する



乗でX祉のケースをoutside－inの現点から扱い、次に同じX祉

のケースを僕がもうひとつのコースで違う視点から検討して

いくといった具合です。これも、I　C　Sが少人歓のビジネス

スクールであり、かつ教員が緊密に連携しているからこそ可

能なことです＝

　いまアメリカを中心としたピジネス祉会では、MBAに対

して財務や会計の知設、プレゼンテーション能力や交渉力な

ど実務的なスキルを求める傾向が強くなっています、確かに、

MB　Aコースで学ぷことで、できなかったことができるよう

になり、経営に必要な高度の実務能力が身につくことは大事

なことでしょう＝しかし、スキルだけではト分ではありませ

ん、1C　Sでは、経営人材に必要なより本質的な能力、「見え

ないものを見る」ための視点の獲得を重祝した教育にも力を

入れています二I　C　Sでは世界20力国の学’拒が学んでおり、

教員もアメリカの投資銀行で活躍した人や弁護土等々、多様

なバックグラウンドと実務経験をもつ人材が揃っています。

少人敏の密度の高い授菜を通して多様なモノの見方にごく白

然にふれ、経営人材に必要な視点を獲得し、さらに拡大して

いけるカリキュラム、そしてインターナショナルでありなが

ら日本にしっかりと軸足を置いた環境は、l　C　Sの大きな資

産だと思います、（談〕

国際企業戦略研究科助教授

楠木建
Ken　Kusunoki

1脳年生まれ＝1987年一僑大学商学部卒、

一橋犬学商学研究科博士課穫単位修得、

研究テーマは、イノベーションの組竺と戟略、

好きなことは音楽を葛くことと演奏すること．

エルヴィス・プレスリーの大ファンで、

特に72～73年のエルヴィスが好きたという二

研究室訪問

〆
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「学問は」生のこと」、そして社会に役立てること

第三の人生をフルパワーで、学ぷ喜びに生きる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着い人のメンタリティをより理酵できるようにもなりました、
　　　　　　　学問の魅カは、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、内外の他犬学の先生の講義を聞ける濃会に恵まれたの
　　　　　　　簡単には手が届かない高みにあること　　　もありがたいこと、東犬や気波夫、鵬夫、青山学院大、震

　　　　　　　　　2度目の定年退職を迎えた1994年、経済学部の聴講生にな　　　澤夫などの諸先生の詞義や研究会に参加できたのも、一椿に

　　　　　　　　り、2年後に70歳で学士入学’しました、大学で学ぽうと決め　　　在学していたおかげです。

　　　　　　　　た理由は、二つあります、一つは、純枠に学びたいという気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　師を尊敬する気持ちが、学問を深める
　　　　　　　持ちです、私は・」憎経渚専門学校を卒業、東大の一年間を経

　　　　　　　　て、一僑の前身である東京商科夫学に在学しました＝しかし、　　　私は2年閥瀧講生として学び、商科大学卒の特例として96

　　　　　　　　ちょうど戦中戦後の混乱期でもあり、貧乏学生だったため充　　　年に学士入学しました、聴講生でも学部生でも「学生」であ

　　　　　　　　分に勉強カ寸できませんでした＝「学問は一生のこと」簡単には　　　ることは同じはずですが、やはり気持ちも、得るものも違い

　　　　　　　手の届かない高いところにあることが、学問の最大の魅力で　　　ます、ことに一僑の先生方は指導に熱心ですから、提出した

　　　　　　　　す．だからこそ、恩い切り勉強したい、先生を慕って入学し　　　レポートや発言にはキチンと批評を頂けます。それによって

　　　　　　　　た一橋で、もう一度しっかり勉強したいという気持ちをずっ　　　自分の足りないところがわかり、目標地点へとより早く到達

　　　　　　　　ともち続けてきました、定年退職はその好機、やれなかった　　　していけるのです、学ぷことは楽しいことですが一学問は遊

　　　　　　　　ことをやれるという嬉しさで一杯でした．FrOm　nOW　On！　　　　びではありません、正式に入学したからこそ、得られた喜び

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は非常に大きなものでした、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう一つ強く感じたのは、学問の師である先

学問は一生のことll；lll1鶯1111琴11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への謙虚さと師を尊敬する気持ちをもつことが、

　　　　　　　　　もう一つの理由は、恩返しです＝私は金融業界で43年聞働　　　学問をより深めてくれるのです亡

　　　　　　　　いてきました、その間はもちろん、この世に生を受けてから　　　　一僑での学生生活も今年で10年目、博士課程の論文を残す

　　　　　　　　多くの人のご好意を受けてきました＝無俗で何かお返しをし　　　のみです＝学部で学ぶうちに日本の経済社会史への関心が深

　　　　　　　　たい、そのためには、新しい学問や恩想カ｛肝心です、時代も　　　まり、博士課程は社会学研究科を選ぴました，いま研究テー

　　　　　　　　世の中も学問も犬きく変化し、発展していますから、実社会　　　マとしている戦後の金融政策は。まさに私の日本銀行での31

　　　　　　　　の経験に依存していただけでは社会に貢献することができま　　　年聞と重なります、自分自身を生体解剖する恩いカfしますが、

　　　　　　　　せん＝新しい学問を学んで、若い人たちとは異なる側面で貢　　　だからこそ「やってやろうじゃないか」と性根が座ります。

　　　　　　　　献したいと思ったのです、　　　　　　　　　　　　　　　　厳しいけれど、実に薗自い、まさに学問の屋醐味を済喫して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる日々です＝｛談、
　　　　　　　　「未知との遭遇」から広がったチャンス

　私にとって先生方は子どもの、学生は孫の年齢にあたりま

す、また、学問も予想以上に進化しており、最初はまさに

「未知との遭遇」でした、例えば、数理経済学で、当初は数学

に四著八著し、マイナス評価を巫ったこともあります、でも、

難しいからこそ挑戦のしがいがあるし、厳しい指導を受けて

こそ早く吸収できるもの、新入生向けの入門講座を受講する

ことで苦手の教学をある程凄克服しました、意欲があれぱ知

恵もわいてくるのです。

　着くて優秀な、多くの「学友」との交流も、得難い体験で

した、学問や研究ではお互いに同等、対等につきあうことで、

．一僑大学では1目東京商科大学出身者体学出身者を含む」に限り

学士入学を認めています。

◆伊藤　武（いとう・たける〕

1926年生まれ、1951年4月東京商科大学卒、同年日本銀行入行・

統計局・…月査局・外圓局・人事局・考査局等を慶任、82年定年退

鷺後，財　目本共同証券事務局長、94年定年退鷺、同年一僑大

学経済学部麓記生＝96年経済学部3年に竈入学、98年経済研究科

修士課程に進学、2000年修士課程了＝2001年社会学研究科博士

言；閻呈にヨ皇学二

経済学研究科

●6士墨程享6コース
●竈士轟程研沈者■1成コース

○氾士雀蠣，程8入掌

●特別轟考｛＾O入副による祉会人螂士㎜8λ2
●特瑚蟹考〔AO入副による外日人O士胴■入9
●外目人筍別闘
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「120の力」が得られる環境を活かして

社会が必要とする「ビジネスに強い弁護士」をめざす

　　　　　　佐野綾子

　　　　　　法科犬学院
　　　　’未修者コース1年

「いましかない」という決断

　2001年のエンロンの破綻やl　Tバブルの崩壌で、アメリカ

の金融市場に起きた犬きな改董の流れが、弁竈土という仕事

への目を開いてくれました、コンプライアンスに則って問題

発生を未然に防ぐといった弁竈士の果たす役劃を知り、「弁護

士が社会で活躍できる場はこんなに広いんだ」と新蝉な鴛き

を覚えたのです、当時私の所屋していた調査部門でも、アナ

リストの独立性を確保するため他部門との情報のやりとりや

投資惰報提供の規制カ古格段に筐しくなり、法の経済社会に与

える影讐の重みを実感したことも、企糞法務への輿味を加速

してくれたと恩います、でも、弁護士への道を決断するまで

には、迷いもありました、外資系証券の調査部門は自分カ｛望

んで選んだ仕事でしたから、「このままキャリアを磨く」「企業

法務へ転換できるよう勉強をする」「弁護士をめざす」、この三

っの選択肢の間で揺れ動いたことも事実です、

　弁護士を目指すことを選んだのは、二つの要因が決め手と

なりました、一つは、「法科夫学院」という制度ができたこと、

もう一つは、プロとして仕事をするには、自分の仕事に100％

の力を尽くさなけれぱならないという思いです、中途半端な

自分ではいけない、最整的には、未知の世界に飛び込むなら

いましかない、と決断しました＝初年度の入試を避け、じっ

くり準備し、1年後に受験するという選択肢もあったかもし

れません、でも、社会で経験する1～2年は将来の差になり

ます、だから、たとえ希望の犬学院に合格できなくても、次

年度に再挑戦するつもりはありませんでした、自分のキャリ

アに空白の期聞をおくべきではないし、もし不合格だったら

法律に向いていないと割り切って、別の道を考えようと恩っ

たのです、

未知のフィールドに仕事経験が活きる

　企業法務という卒糞後の目標はハ・ンキリ見えていましたか

ら、法科大学院の選択で重視したのは「ビジネスに強い」「少

人敷でしっかり学べる」の2点、それが母校の一橋だったの

は、ちょっと嬉しい偶然でした、実曝に入学して、この選択

は正解たったと実感しています。何より嬉しいのは、非常に

レベルの高い勉強ができることと、仕事や自らの勉強で得た

知識が法律という未知のフィールドでも活かせることです＝

例えば、民法の授業でオペレーティングリースやサブリース

の事例を紹介された場合、それらに関する法的概念は初めて

でも、今までの経験と照らし合わせて考えていくと、全体の

流れカ｛スッと理解できるということです．その上、未修者コ

ースの学生は、金融やコンサルティング・ファーム、出版社

等々、一人一人異なる社会経験や専攻をもっていますから、

他の学生の発言を聞いて、「こういう視点もあるんだ」と鷺か

されることも、先生方も、「おもしろい視点だね」と、教える

ことを楽しんでおられます、

　「法科夫学院」はスタートしたばかりですから、最初は先

生方にも学生にもとまどいがあったように恩います、でも、

もっともっと良くしていきたい・実のあるものにしたいとい

う熱意は共通です、先生方は「どういう風にしたらいいと恩

う？」と率直に問いかけてくれますし、学生も「こうしたら

どうでしょう」と改善策を提案できます二こうした率直さや

リベラリズムも、一僑のいいところだと改めて感じています、

　もう一つ一橋ならではと恩うのは、法というものの本質に

迫る講義が受けられること、「120の力をつけて巣立ってほし

い」と後薮先生（法科犬学院長〕がいわれたように、どれも

水準の高い授業ですから、それを100％理解していくことか蜆

実的な詰果をつれてきてくれると恩います、学生も本凪です

から、真剣に授業に参加するのはもちろん、自分たちで勉強

を深めようと、自主的に勉強会を開いています、私も苦手な

憲法の自主ゼミに所蟹しています＝また、ビジネスに重要な

会計・金融知識を得るために、在学中にC　P　A（米国公認会

計士jの資格を取駕するつもりです、そして次の目標は、法

科大学院一期生として擾れた婁績を出していくこと、社会カ寸

必要としている法曹家をめざして本当の棄力を身につけてい

きたいと恩っています、（談〕

◆佐野綾子（さの・あやこ〕

一橋大学経済学部卒二2000年から2003年までゴールドマン・サ

・ノクス証券会社にて調査部勤務膿済調査’’＝2004年4月、法科

犬学院入学、

42●1－8

法学研究科
●に士，覆 伍讐佐

●に士8覆社会人筍別量去

●6＝1＝竈覆外日人糊副量考

●邊士雀蠣，程8入掌研沈音■虜コース

●博士讐蠣蟹程8入掌応用研沈コース

●ぢ士讐蠣8覆8入掌応局胴＝1一ス祉会人脳

社会学研究科

●6士記覆　籔轟拉

●讐±記程社会人筍，醐

●外日人特別膿
●博士乞蠣，彊．i入学
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MBA取得は、キャリアチェンジの為の一手段であって、目的ではない

求めるのは「白分らしさ」。仕事においても人生においても、

白分で納得した上で一つ一つの選択をしていきたい

生き方のキーワードは「自分らしさの追求」

　仕事や生き方を考える際、最初に心に浮かぶのは「自分らしさ

を夫切にしたい」という事ですコ常に真撃に自分と向き合い、自

己を向上させる為のひたむきな努力を心掛ける事により、仕事に

おいても、人生においても、自分の可能性を最犬限に生かす選択

が出来るのではないかと思っています二こうした恩いカf結果とし

てキャリアチェンジの決意に、そしてl　C　S（国曝企業鱗研究

科1rへの進学へとつなカ古ったのです＝

　私は大学卒集後、6年聞大手メーカーの法人営業部門にてエグ

ゼクティプアシスタント及びマーケティングアシスタントとして

勤務しましたが、そうした経験をきっかけとして、頑客とのコミ

ュニケーションをべ一スとしたマーケティングという分野で自分

のキャリアを積み上げていきたいと考える様になりました。その

目標を実現する為に、社内公募での纂動・転瞠を含めた様々なオ

プションを検討しましたカf、当時の私にとっての最良の選択は

MBA取得であるという結諭に達しました。

　ビジネススクール進学は、キャリアの申断というリスクを伴い

ますし、学んだものが次のキャリアに活かせなければ、単なる回

り道に終わってしまいます、また、こうした決断の際には、自分

を取り巻く環境1：家族等）も考盧しなければなりません、ですか

ら、キャリアア・ンプやキャリアチェンジを検討されている全ての

方々にとってMBAが最良の選択という訳ではない、という事は敢

えて申し上げておきたいと思います＝私の場合は目的達成に必要

な手段がM8Aという結論を出しましたが、他の選択肢がより良い

結果をもたらすという場合もあるかもしれません。

限界まで頑張った経験が大きな資産をもたらす

　勤めていた会社を退蟹し、別の会社に勤務しながら進学のため

の準傭を閣始しました＝朝一時同早く起きてGMATに取り組み、

遺勤電車のなかではTOEFLや・」儲文、週末は集中して勉強とい

った具合です。確かに厳しい毎日でしたカ‘、受験生は皆さん同様

の経験をされている訳ですし、目標達成の為に必要なステップで

したので何とか乗り切りました＝最初は海外のビジネススクール

ヘの進学も考えていましたカf、日本にいなカfらグローパルな環境

で学べる1C　Sの存在を知り、方向転換して2002年10月に入学

しました．

　久し振りに戻った学生生活の最初の1年間は非常に密度カ帽く、

かつ本当にハードなものでした、授業も発表やレ宋一トも、しっ

かりした事前準備か蟹求されます。少人敷の上に、クラスメイト

は16カ国からの留学生で、ディスカッションでは諭理性と説得力、

プレセンテーション能力が蛍しく問われます、リスクを冒して自

分から飛ぴ込んだ学生生活に悔いを震したくはなかったので、限

けい’三

古川智子
国原企業戦略研究科

経営・金融専攻

国曝経営戟略コース

修士課程1MBA1」

界までi頁張ったつもりです。だからこそ収穫は大きかったですし、

この先どんな事カfあっても対処するパイタリティはある、という

畠信もつきました＝そして何より大切な資産は2年間を共にした

クラスメイトとのネットワークです。

社会に貢献できるビジネス・パーソンをめざして

　l　C　Sを選んで良かったと恩う理由は多々あります。「違う事は

良い事」と実感として受け止められるようになった事も、その一

つです。桟々なパックグラウンドを持つクラスメイトとのチーム

ワークを通じて、どんな人でもその人の持ち味を生かしたチーム

ヘの貢献か可能であるという事、そうした協力が出来れぱその成

果は単なる足し算ではなく、掛け算になって恩わぬ効果を生み出

すという事を身をもって知りました亡

　もう一つは、自分が本当にやりたいフィールドを発見できた事

です，在学中の2年聞は、自分に足りないものを補う為の勉強に

打ち込むと同時に、今後自分の進むべき道を棲索する期同でもあ

りました、以前から「社会に貢献している事を実感出来る仕事が

したい」という恩いがありましたが、「Global　Ci－izenship」等の

授糞をきっかけに更に強まったその恩いを婁現する碧として、卒

糞後の進路を裂薬集界に定めました仁オファーを頂いたノボ・ノル

ディスクファーマ株式会社はデンマークに本社を置く中規模医療

医薬品メーカーで、3つの領域に特化した製品を提供しています。

中でもインシュリンではトップレベルのシェアを誇る企集です、

この企業を選択した理由は、やはり「自分らしさを追求出来るか

どうか」でした．その為の私なりの判断基準は、業界において明

確な強みを持つ企業であるという事、自分の能力を最犬限に伸ぱ

し、活用する為のチャンスをもらえる場であり、且つ自分が一讐

に働きたいと恩える人違カ‘いる企集である、というものでした＝

未経験の業界なので今後勉強しなけれぱならない課題は山積みで

すカf、好きで選んた仕事ですので著になりません。一日も早く社

内の先輩方に追いつきたい、という気持ちはありますが、それを

不安感につなげるのではなく，モチベーションを維持する為の原

動力として捉えるよう努めています、どの集界の企集も社会の一

員としての責任を負っていますカ‘、特に製薬集界という、人の金

に深く関わる集界に身を置く人悶として、伶理やキ撒任につ

いては常に意譜して仕事をしたいと恩っています。（談）

◆古川智子（ふるかわ・ともこ〕

1993年上智大学外国藷学部卒＝同年夫手電気メーカーに入社、情

黎遼信営糞本部本部長室に配属二99年同社を退社．通信会社に勤

務するかたわら、ビシネススクール進学を準備．2002年一僑大学

犬学院国際企糞簑略研究科入学二2004年外資系禦秦会社ノボ・ノ

ルディスクファーマ楡式会社に就弓、マーケティング本部ビジネ

スディベロッブメント所属、

言語栓会研究科

○o士胴■λ

国康企秦吸崎研究科

●日艘讐讐6臼コース＝社会人特別轟考〕

●全コ饒臼コース帷会人特別邊考〕

●8嘗法轟コース〔社会人特別養考〕

●団艘蟹讐竈6コース1社会人特別轟考｝
●全8靱臼コース｛一脹〕

●6讐法湯コース〔杜会人特別轟考）

法科大学院

●未に者コース

●既6者＝1一ス

国療・公共政策大学院
｛平虜17隼4月15■1簑予，i≡〕
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一橋の女性たち

　　　各界で活躍中のエネルギッシュな人材が多いと評判の一橋出身の女性たち二

彼女たちは、いかにキャリアを構築し、どのような人生のビジョンをいだいているのか？

　　　　　　　　HQでは、連載でお話を伺っていきたいと恩います、

　　　　　　第4回は、国際弁護士の澤井憲子さんにご登場頂きました二

　　　　　　　聞き手は、ξ集委員、社会学研究科の足羽輿志子です、

そのときどきでベストを尽くすことが、

　　　　　　　次の流れを運んでくる

足羽　澤片さんは女性の国際弁護士として草分けのお一人ですが、

大学に入学するときから弁護土を志していらしたのですか＝

澤井　いえ、全然（笑）、私は小学校から高佼までエスカレーター式

でした。12年間も同じところへ通い、同じ顔を見てきましたから、

大学ぐらい違うところへ行きたいと恩いました、法律を学びたかっ

たので、法学部があってなるべく都心から蟹れた火学を探したんで

す。司法試験はアタマのいい人が受けるもの、自分には縁のないも

のだと思っていました、

足羽　学生でいらした70年代当時はまだ」年制の国立火学に行く女

子学惟が大変少ない時代でしたね、

澤丼　同期人学の女性は、」学部合わせて13人＝法学部は」人でし

た。入試のときから、少ないというのはわかっていましたから、特

に意殼はしませんでしたね、ただ、周りがやさしくしてくれて、い

い友だちがたくさんできた＝その一人がウチの主人です（笑）、

足羽　平時はまだ、女性が働くのは当然、という共通の祉会認識も

薄く、一1火卒の女惟の’般の就職先も極端に少ないなか、どんな思

いで将来を考えておられましたか、

澤井　絶対、祉会進砒するぞ、といった肩を怒らせた発想はなく、

主婦になるという選択肢にも誘惑されましたが、小中高と学んでき

た環境が女性も働くことを当然とする環境だったと恩います＝多分

時代を先取りしていた環境にいたのだと思います＝小巾高と男女共

学でしたが、同級佐の女竹はまだかなりの数の方が働いています二

そのような環境に私を人れたという家族の思いに応えたかったこと、

もう一つは、」年生になって「仕事がない」という現実にぷつかっ

たことです、’‘時、、1大卒の女性の選択肢は本当に隈られていて、

ビジネスパーソンになるのはまず不可能でした二饒くとすれぱ同家

資儒をとってそれを活かすか、公務員になるか、研究者になるか、

のいずれかでしたね＝これはマジメに将来を考えなけれぱいけない

と思いましたが、人学紛争の時代でいろいろあっても、白分がどう

したいのか見えてこない＝とりあえず時間を稼ごうと、祉会学部に

＾

」
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紹人し、フランス文学を専攻しました

　2年閉も余分に遊んだわけですから、もうそれ以1ニモラトリアム

はいやでした＝そこで、いまあげた選択腋のなかからli』法試験を受

ける道を選びました、そのころは、頭のよい人でなくても真1面11に

勉強すれぱ受かる試験だということが判っていました二でも、合格

は3度11のとき、巾途半端で諦めたくはなかったので、これが最後

と決めて挑載した、li1法修禍生になったのは28叢のときです二

足羽　そのころはもうご緕婚を？

澤井　火学を宇業して比該的■“い時期に結婚しました、実は、司法

修習’kのときに最初の戸どもをlH産しました＝同期；OO名σ）うち女竹

は30人ぐらい＝産休刮度もありませんでしたから、指導教官等舳〕

の方に色々助けられて宇業できました、吋もそうですし、胴りの

方々のサポートがあったから、ずっと続けてこられたんです1

盛んに海外の技術やライ七ンスを買っていた時代　海外の企菜がl1

本で、あるいはl1本とビジネスをやる際の法的なアドパイスをして

いく｛l1箏です一

足羽　80年代’I冊と現作ではビジネス環境も変わっていますし、ご

n身も独・tして共11司箏務所をもたれている。

．、

）！’

足羽　弁護上の111でも国際弁護Lを逮ぱれたのはなぜですか二

澤井　莫語は好きでしたし、人学では簗米法のゼミでしたから、旧

際弁護i二をめざすというのは私にとっては1『然な道筋でした、火も

弁護トで、でも同じ尊門には絶対なりたくないという気持ちもあり

ましたけれど（笑〕、

　この分野を選んでよかったと恩うのは、狸、の接したクライアントは

殆どがl1本に進州したり、H本との合弁会祉を作るアメリカの会祉だ

ったのですが、アメリカでは女惟の弁護Lが多いσ）で、クライアント

にとっては拠肖が女性でも別に特異なことでも何でもなかったことで

す、最初に所属した事務所のアメリカ人のポスもそう＝　・人のプロフ

ェッショナルとしての対応をしてもらえたのはラッキーでした＝

足羽　お仕箏の内容は？

澤井　11本でビジネスを始めたいという外資、米閑企粟の数が多い

ですが、そσ）リーガル・サポートをする仕箏がll1心です＝私がいた

のはl1本で卒分けの渉外箏務所の・つでしたし、’一僻はl1本企菜が

長く成功を続けてこら

れたホイントは何でし

ょうか。

澤丼　こうした分野の

仕箏は、クライアント

と長いおつきあいにな

ります、前の一淳務所か

ら引き続きという企菜

もありますし、新しい

クライアントも何らか

の形で他のクライアントの剖介ですニクライアントの要望にスピー

ディに応え、的確なサーピスを提供することがポイントですね二

足羽　　「サービス。ですね、

澤井　弁護十菜は100％サービス案ですよ、このことは、アメリカ人

のポスにllllき込まれました＝弁護．i二という仕事は、クライアントとの

信頼関係が基本になり．ます二信頼感をもっていただくためには、例え

ぱ‘言いカにしても相アに安心してもらえる言い方がある＝それをいつ

も念頭に置くのは、サービス藁としてi‘然のあり方ですニクライアン

トのために何ができるか、つねに考えろ、と教えられました。

足羽　洋の東西を問わず「f、訓Lや「信頼」が重要な企業資源とし

て沁いされていますが、渉外1閨係での弁護1二とクライアントの信頼

関係を呉体的にいうと一

澤井　何かあったとき、あの人に柵談にいけぱ何とかしてくれる、

あるいはあの人と組んで仕箏をすれぱ化事がうまくいくからあの人

と仕箏がしたい、と榊千に恩われるということでしょうね、そのた

めには、つねにキチンと約束を’午ることも火事ですし、棚手が何を

求めているのか、ちゃんと把握していなければなりません。長いお

つきあいになれぱなるほど、榊千の求めていることがわかってきま

一一1　　・＼
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一橋の女性たち

すから、持続することはプラスになってきます、

足羽　語学もそうですが、人間としてのコミュニケーション能ノ〕も

重要ですね。

澤井　英語力は必要ですが、ネイティブではありませんからネイテ

ィプのようには英語はしゃべれないし書けないというのは、当たり

前の話です二英語はコミュニケーションのツールであり、英語がで

きなけれぱコミュニケーションはできませんが、英語ができればコ

ミュニケーションができるというものではありません、信頼関係と

お客様に対し何がベストなのかを判断する努力があって、初めてコ

ミュニケーションができるのではないでしょうか，

足羽　1ヨ本とアメリカは近くなったとはいえ、法制度から蘭習憤、

倫理観から価値システムまでも異なりますから、双方の利害がから

む交渉となると、蟹しいことも多いのでは？

澤井　私が仕事を始めた当時は、アメリカ流をそのまま持ち込んで

きた企藁もありましたが、最近では皆さん日本のやり方を尊重しよ

うという姿勢をお持ちです＝そうは書ってももともとの．ヒ壌やシス

テムが違いますから、やはり食い違う部分もある。具体例でいいま

　　　　　　　　　　　　　　可　すと、訴訟に対する考え方や

　　　　　　　　　　　　　　　　従菜員の解雇の間題などがあ

　　　　　　　　　　　　　　　　ります、前者でいえば、日本

　　　　　　　　　　　　　　　　で訴訟を起こすのは、時間や

　　　　　　　　　　　　　　　　コストを考えると得策でない

　　　　　　　　　　　　　　　　場合が多いのでその点を理解

　　　　　　　　　　　　　　　　してもらわないといけない、

　　　　　　　　　　　　　　　　落としどころをどう詰めてい

　　　　　　　　　　　　　　　　くか、本祉の法務部門とやり

　　　　　　　　　　　　　　　　とりすることも多いですね、

　　　　　　　　　　　　　　　　　後者の解雇も、アメリカで

は簡単にできても日本では難しい、焼定の退段金に止乗せをすると

いう日本的なやり方は、アメリカ人からみると納得しがたい場合も

あるんです、あるとき会祉側の事情である方に会祉を辞めていただ

くことになった。会社より日本の慣習はどうなのかと聞かれて、そ

の旨説明し、その方には日本のやり方に従い辞めていただきました、

その後、その辞めた方が転噴先の企菜から私のところに仕事をもっ

てきてくださったのは嬉しかったですね。

足羽　日本でもロースクールがスタートし、」方、法律事務所の大

型化も進んでいます＝弁護士のあり方や仕事環境の変化をどのよう

にみておられますか＝

澤井　若い人のなかにはそん

なに弁護十が増えて仕事があ

るの、と不安感をもっている
人もいます。ピジネス環境は見

今後ますます変化していくで　　　　　　　　　　　　　．

しょうが、その変化がどのよ

うなものかは予測は蟹しい＝

多分どこの事務所も同じだと

思いますが、ウチの事務所も　　　　　　　　　　　　　！

今後どうするのか考えていか

なけれぱならない、弁護士と　　　　　　　　　L　・・■■

いう仕事でいえぱ、ジェネラルな経験の上に得意分野を積み上げて

いくことが必要になってくると思います二でも、広い目でみれば、

弁護十の段域はひろがっていきます、グローパル化の進展のなかで、

日本企菜も海外とのビジネスは当たり前になっている、契約意設が

高まっていますし、企菜法務の役割もさらに重要になっていくと思

います二法律的トレーニングを受けた人は、文章能力もありますし、

事務処理能力も高いと恩います、企菜だけでなく行政にも活躍の場

はあると思います、法律知設をもつ人やリーガル・サービスが求め

られる場面は、さらに増えていくと思います二

足羽　最後に、若い人へのアドパイスを。

澤井　これはいつも若い人に言っていることですが、大学受験の時期

を過ぎてしまえば、計算Lたり戦略をたてて事に当たっても、その通

りにいくとは隈りません、そのときどきでベストを尽くすことが、次

の流れを運んでくると思うんです。チャンスというのは、あるとき突

然降ってきます、これをつかむのも能力のうち。つねにうまくいくと

は隈らないけど、チャンスが降ってきたらすぐにつかむことができる

よう、常に努力をつづけていくことが大事だと恩います。

対談を終えて
…■書茅二．　二二．’’二一、・．

　　　　　　　’｛　1　’…　■＝＝
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らしくない外交官は、

偶然にそして必然的につくられた

　一僑の卒業’kってビジネスリーダーとして活膿してるってイメージ

が強いじゃないですか、学化時代のクラブだって英語部とか、スポー

ツ系でもせいぜいテニスとかゴルフとか二それに比べると候は体育会

剣道部に汗し、公務輿として外交官になっている二らしくないOBと

言われればそうかもしれませんが、意外に外務省にも一樹11身者は詰

構いるんですよ、皆僕なんかよりはるかに優秀だということを最初に

お断りしておいて、僕11身について言えぱ、お前はらしくない外交官

だな、と、ここでもらしくないと先輩によく1言われます＝応援の意味

が寵もっているときもあれぱ、呆れ顔のときもある、n分でもそうか

もしれないなあと思っていますし、そう3われることはある意味「ll｛

しく」評価されてるという気もします、

　「らしくない一瑚11の一つは、外務省に人ってからのキャリアがか

なり人と違っていることかもしれません、外交官といえぱ、海外の在

外公蝕勤務と本省勤務を行き来するというのが、　一般的なイメージで

しょうし、実際多くの外交官はほぼ3年燭期でそうしています＝とこ

ろが候の場合は、研修時代にワシントンの人随餓に形式的に所属した

こと以外火使館勤務はいまだ無しニジュネープの代表部にいたことは

ありますが、あとはずっと霞ヶ関です、これを闘くと皆篤きます＝

　1E1内．派に加え、「儘能局。派という面もあります＝外務省の｛1二

事は人きくわけて「地域一と「機能」の二つのフィールドがあります二

「地域一とは、北米やアジアといった地域単位でその地域に属する

1司々との1剰係を築いていく、あるいは人のお泄語をするという役割で、

火i・幽寺や領亨飾の仕箏はi三にこのF地域局」的業務に属します、これ

に肘して’僕能刷的菜務は、1司連とか条約、あるいは織斉、経済協

力といった・言わぱ政策テーマ毎に仕箏を担’㌣するもので、在外公餓で

は政府代表部の｛1：箏が典欄的です、候は人省20年になりますが、うち

16年はr僕能1・j」にいるんです、唯・の在外勤勝経験も軍縮会議1．1本

政府代表部で、C　T　BT（包括的核実験禁止条約）交渉に則け幕れま

した、だから、現在のアジア火洋州局南丙アジア課長のポストは僕に

とっては希少な地域課勤務なんです、

　rlら．ど願してこうなったわけではない、でも、11分が外交官を、と

した瑚11と重ねてみると、おおむね望んでいた〃ilへ歩んできてい

＝へ、

　　　　　峠，一
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るという気もします＝

　もう・つ「らしくない」とすれば、ポストにほとんど関心がないこ

と、いい仕事をしたいとは思いますが、偉くなりたいとか、いいポス

トにつきたいと思ったことはないですね、むしろ、ポストにいいも悪

いもあってはいかんのじゃないかと内心密かに恩っています、組織に

はある意味ヒエラルキーか必要ですし、人により1二をめざす遼択肢は

あっていいと恩う、ただ、僕白身の関心は、そこには1旬いていないと

いうだけのこと、官僚に隈らず、ピジネスマンでもトップに立とうと

思えば、止からミスだと思われるようなことはできるだけしないよう

に気をつかうようになるじゃないですか＝そんなことは惟に合わない

し、守りに人った人を見ると人変そうだなあと同情しちゃいます二白

分が失点を冒さないために部ドを叱唯するようなことは、率直にいっ

てキライです二

正しい歴史の1ぺ一ジをつくる

そんな人でありたい

　今いる南西アジア課力珊’1｛するのは、インド・パキスタン・スリラ

ンカ・バングラデシュ・ネパール・モルディプ・プータンの7力国、

顔ぷれをみてもわかるように、開発援幼と紛争・安食保障の間題がそ

れぞれ関わっていますニインド樋大陸がグローバルシーンで急激に作

在感を高めているこの時に、国惰や国民性、歴史や文化も違うこれら

の国々と［1本が、どういう関係を繕築していくべきなのか、繧合的に

判断し、具体策を考えていくことが僕の仕事です、スリランカでやっ

ている「平和の定着外交と経済協力をどう有儘的に緕ぴつけていくの

か」とか、インドやパキスタンといった「軍備管理・軍繍・不拡散止

のテーマを抱える国とどう協力関係を築いていくのか二とか二これま

で携わってきた「儘能」局での経験が、現在の「地域」局での仕事に

生きている。その意味で、これまでの経歴が人と人分毛色が違うとい

うことも、自分なりにラッキーな体験ととらえて、だからこそより止

しい判断を下していくべき責務があると思っています＝

　個人的には、「世界に通胴する1］本1…〕の外交富」になりたいで

すね、外交交渉の場では、お互いが国益の代表ですから、立場の違い

は当然あるし駆け引きもでてくる、でもその反面、日に見えない人と

人とのつながりや本人の人間としての評価が、娃問をほぐし、局面を

動かすテコになる場合もあるんです、もっと大きな観点からいえぱ、

外交官という仕事は歴史のぺ一ジがめくられる音が聞こえる、その贋

間に立ち会うこともあるのが大きな魅力だと思います、それどころか、

自分がめくってしまうことすらあるわけです＝だからこそ僕は、成績

良い官僚と言われるより、自分で止しいぺ一ジをめくれる人聞になり

たい、自分が出す提案にはどんなメッセージを込めたいのか、時代の

流れの中で何をつくりたいのか、つねに自分に間いかけ、研鍛を重ね

ていかねばと肝に銘じていますし、そのプロセスが好きですね、

一橋との出会いと外交官試験

　僕は福島出身で、儲島鳥佼から・僑大学に進学しました、なぜそうな

ったかというと、高校3年の夏に大学見学で上京した際、特に志望佼で

はなかったのですが、　備に来た友人が一僑を受けるというので軽い気

持ちで一橋人学にも行ってみることにしたんです、それが、国立駅に降

りたった瞬間、ああ、自分はこの街で火学生活を送りたい！と恩ってし

まった二真っ直ぐに伸びる緑豊かな大学通りの並木道、さりげなく文化

の香りがするような街の借まいと人々、歴史と風格が感じられる図書館

や妓松講堂…、浮気したのではないと恩います。　・目惚肌でした、

　外交官試験を受けようと恩ったのは、あまり純粋な動機ではありま

せん、キャプテン・オプ・インダストリーの一・橋を出て実菜界で活躍

する、でもよかったんです、ただ、そうなるにしても、学生時代にで

きるだけアタマも体も心も鍛えておきたかった。それに一番便利なの

は外交官試験の勉強をすること、外交官試験は、憲法あり国際法あり

経済あり外交史あり、もちろん奥語も勉強しなけれぱなりませんし、

資橘誠験でなく採用試験ですから人間的魅力も求められる、白分を鍛

える方法誇として一番闘11が広かったんです二

　僕にとって幸いだったのは、外交官試験を受ける仲間がいたこと、

そして先牛方と学生の距轟が僅めて近いという一橋ならではの恩恵に

箏ったこと、今たまたまですが、内閣官房長官秘書官も外務大臣泌書

官も外務事務次官融書官収材当時〕も、みな一僑の勉強会で一緒だ

った先輩後輩なんです二だから、気心が知れている分仕事はやりやす

いですよ、侯は外交官誠験の選択科目は財政学で受けたんですが、勉

強会で、実は模獲武験をしてくれた石先生

から満点をもらったことがあるんです二あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌘
の時は嬉しかったですね、ああ、白分の勉　　　　　　　　，

強方法は間違っていないって思えて、剣道

部100周年記念式典の際、有備館で石学長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
の挨拶を伺ってそんなことを思い川した；〕　・’’

しました二折に触れ僕を励ましてくれたり

アドバイスをくれたりする先輩も多いし、

向分が励ました後輩の女の子が。i』法試験と

剣適一段」辺に受かっちゃったり、人と人

とのつながりが深く、すっと持続するのも

一橋大学ならではの特徴ですね、

勝つ手段ではなく、相手の心を打つこと

剣道が教えてくれた指針

　「1ヒしい判断をしたい」「正しくぺ一ジをめくれる人間にな．〕たい」

という、僥の背骨を培ったのは剣道でしょうね。候は小学校から大学

0ne　and　On1v　One
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まで結樗選手に選ぱれてました。学校を代表して載う訳ですからとに

かく試合に勝つことが大事でした。タイミングをずらした面でもなん

でもいい、勝てばいいと思っていたんです、でも祉会人になってある

時、8段範士の先生が稽古の途中で樽えを解いて侯に向かって怒り出

したんです。「君！君ぐらいになったら2，3本当てて喜んでちゃダ

メだ！相手の「心」を打たなきゃだめだ！」と。最初はよく分からな

かったですね。でも、最近ようやく剣道にいう「打って反省、打たれ

て感謝」という言葉の意味が分かってきたような気がします。目した

相手に、くやしいと感じさせるのはまだまだで、今Hこの人と稽古を

する侯会があって有り姓かった、嬉しかった、と相手に感動を与える

ような剣、そして人間を極めたいですね。

　外務省に入ってから暫くは忙しさにかまけて剣適の稽古からは遠ざ

かっていました。再開のキッカケは息子がイジメにあったこと。息子

は侵力揮輔会姦日本代表部に勤務していたジュネーブで小学佼に人り、

3年生まで過ごしました。日本に戻った彼はインターナショナルスク

ール流の友達の作り方しか知らないですから、n本の教室では完壁に

翼邦人です。自信をなくし、いじめられ、子ども心に傷ついていまし

た。女房がどうしよう、と相談するので、僥は、「簡単だ、剣適をやれ

ばいいんだ」と。父に連れられ、近所の剣和会で剣適を始めてみると、

竹刀の待ち方から、足の繕え方から、適場の床の上では他の子とまっ

たく同じ条件です。先生の言う適1〕に一生懸命やれぱ、他の子と変わ

らないし、雰力次第では半歩先んじることもできる。今候は毎週日曜

日はその剣和会で自分の子供を含め小学生、巾学生、高校牛、杜会人

に剣の手ほどきをしていますが、少年剣適の良さを再盟識しています二

子供たちには、損得や勝ち負けではなく、それをなすのが止しいかど

うか、という価値判断を持つ人聞になってほしい二仕事でも作き方で

も、正しいことをやるというのは、実は辛くて、大変なことだけれど

も、それを貫いていく気持ちと強さをもってほしいと願っています、

　倹が人生の3大モットーとしているのは、「グチらない」「苦労の白慢

話をしない」「逃げない」こと。そうすれぱ人生は楽しく’kきられる、押

しつける気はありませんが、父親としての姿勢だけは伝えたいですね、

ニッポンにもこんなヤツがいたのか！

情熱をもった外交官を目指して

外務省の仕事は、多分、傍目にみえるよりずっと重責の伴うハー

ドワークであり、危険もつきまといます、外務省の一’階にある折り

摺をもったrどもたちの

像は、殉噴した段輿のた

めのもの。みんなで基金

を閉し合い、建11（したも

のです、僕自身だって内

載の地などで何度も牢命

の危険を感じたことがあ

る。でも、辞めようと思

ったことはないですね＝

　官僚は、1～3年の短

いスパンで仕’荘が変オ）り

ますから、狢スピードで

インプットし、狢スピー

㌣．

ドでアウトプットしていかないといけない、同際外交の場では特に

そうですが、膨大なエネルギーとパワーが要求されます．でも、キ

ツイぱかりではない。歴史の大きなうねり、そして人とのH1会いを

秦しめる仕事でもあるんです。

　南西アジア課貝は地域や語学の専門家が多いですが、彼らが「儘

能局」酌な多国間の枠組みでの動きも含めてバランスのとれた眼で

見、惰熱を込めて仕箏ができるように配慮してあげることも、課長

としての候の仕事です、「課員は課長の閉世のための兵隊ではない、

課員全員が最大パフォーマンスを発揮できるように環境を整えるの

が候の仕事の一つだ、後で振り返って、あの頃が一番大変だった＝

でも・番楽しかった。と思える課を作ろう」と課員には明示的に言

っています、外務省の全ての噴員が元気で、この噴場に奉段して良

かったと思、える省になってほしいものです。

◆菊田豊（きくた・ゆたか）

1961年、福鳥県生まれ二83年、外務公務員採用上級試験合格、84年一僑犬学

法学部卒業後、外務省に入省、経済局響務参事官室を猿り出しに、85年、外

交官補として在米日本犬使館に所5，87年、犬蔵省銀行局調査課へ出向、そ

の後外務省本省に戻り、経済局国際経済第一課、北米局北米第一課、総合外

交政策局安全保障政策課を経て、95年一等書記官として童竃会講日本政府代

表部fノユネーフ〕に赴任　98年　経済笛カ局国曝獲構課首席事務官　99年

同局政策課企画官、2000年、同局国別計画策定室長二2001年、田中真星子外

務大臣のとき、外務劃犬臣秘書官を務める、2002年、経済局アジア欧州協カ

室長二2004年2月から現唐、家族は中学のクラプメートだった妻と3児、ス

キーはセミプロ級。剣道5段＝

　，；タラ’
’　’　　　　　　　’
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拙立油人に「握嘗」瘤覧は不可欠

夫学と新Lい開係を築いて

封水全だか昔で昔君ことをする

　苗＾一Lt血⊥宇帥O宙仁．圭寸咀堪不’町蛙曲二と■オ「堀

君」冊’申＾古t†，廿・・’一・卓目由亜｝血〃岳血｛寸曲・一．

「肚與軸榊血士苧」圭出昔L，O＃屯＾＃音棺τ一、・｛t

＾一＝1±，刷・自咀苗廿苗＃苗曲i＝括州’こ上，…直1＝亡邑丑

＃‡蛆咄Lモー一｛＝上’嚇占蜆土九…†，由主て一i拮、

二九圭刊±与圭別吐拮｛圭抽｛一1｛由川＝曲コ1まL止一

一一L、モ血皿榊＝白牙士ち、■生圭生＾出L．‘点卍肚岳

’｛主t吉拮，二蜆・：＝上．モLf｝曲凸讐＃嗣品」｛邑1＝拉

士Lて一｛圭｝『　「蹄」醐＝拙昌れ晶占．再t・■寸．

　壬咀肚血．1＝吐’甜甜舳’硅訓由帖†，呵土1＝．一宙宇

午’岳‘巴一・r世咄＝’芸f止脈，曲謹甲上年と冊苗同o

咄甲｛酬蜆圭冊O曲に衙『二生｛彗丑岳血圭寸’こ『L止

珪耐醐一＝與L丑一珪早」壬体岳十垂’い＾・由f苗占

岨■距昔由呂「凸p㎞出山一岨岨’」皿軸拍1＝j・岩七L■、

坦一j蜆品といi岳■L上『．≡t．『百苗」「理苧」「＾H帝曲」

上三抽手廿舌｛出耐か阜．　一‘顯とい土畠！坦■≡†。

　○丑色！Lモ＾．肚士畦止化1＝！司t士串と血ホ岳…皿口

悟せ＾Lu＾〒一壬珪蜆主±！岨土てい…寸．Oホ曲■＝旦睡

誼目十苗鶉τ諦凹Lてい苫＾｛‘止｝・圭苛｛・自．モ帥甘咀…

’市’1t吐刮o曲’二曲肚」t」，圭止一、上」苗L1≡寸，冊一二回

Lて，よ咀二助再苗L凸’1．企！上北牛！＾螂睦・L圭†舌生

一〇・古一舳由茱屯岳一岨皿主乎帖｝がf≡呂叩tli出・かと

毒・主τ1・…十．

「夫掌へω寄付で皇を鶉すの1ユ，高切名讐」

世昴切一硫夫寧甜者つこω文化を

一竈犬掌‘＝も堀づかせたい

　丁肚田畦咀点早血土＃1＃由音†＝と1士回柚1＝占rて

‘幌硅チー一甘．モ＾止咄一二昔．　止年｛＾掘苗曲吐土掘

＃岳‘占甘土石工｛一〇日■＝剋Lモ音柑に吐・1州岨榊

…肝｛上と｛’＝．｝出硅＾　・■坤榊由＃届廿L｛且蜆廿

岳皿苗枯冊脳吐｛’見て一・；止1・・三咀t・…市。t止，堀苗，

一衙止宇邊撞出＝守一乱封1｛、岨o日｛・ら刷冊刮ニエ呂＾

壱仁oいτ性，古’L哺同圭｛・H｛モ’端，咄世宇苛拮血唖，・

田曲出吐O由Lt－1，たu占埋一棺寸，岨由t1土■！北＃。

榊モ苗＾…＾u戸牌曲、o皿かo

刮在H生辛’＝よ岳古告｛祠咀！＝｛rτ

止甲丑・＝・・牙〒｛サLt一岳と日“τ

い圭寸一二岨曲士■1一珪＃’二L吐±I阜

担出て、・呈止1一．生盲旦て6・圭守、

　苗肘＾L土いHI1ヒ．モー1一二圭屯虫｛帖帯由」捌咄；上く

出j・一由い三い『曲彗‘j｛岬＝L圭†。血出生モ肚．’．生聰’＝

顯畠十．‘＾＾方吉誼旧曲＝＝剖甘阯止卍吋拮！｛．苗悟L止

6…硅告I＝I＾一■土＃■1村一’巾止肯モ＝剋咄L〒｝阜≡†’

茱土。坦僅田・一曲皇＝’珂畦蜆占十阜甜”1吐把｛咄酬旦

萬i＝川・t＾伺齪モ寸L．吉筍1＝埋ムモ由＃珪纈旧’苗｛叫苗畦

皿圭Li，O宮冊由記・補冊苦＃曲㌔赤［咄軸て咄筍刮旺帥

諦刑世ヒ．い巧］昔＃iて一・≡・止一・上咀，・…寸．

　品融・月岨盲ロモしt｛■、・’‘熾■＝1＾凸幅o」互山よ刊＝．

岳拍』哺丑圭｛屯捌抽喘せ｝吐艘咀由帖11圭寸．．岨躬■

一iと里出畠肚圭上＃皿品苫旧†吐、13肘帖孕i＝割抽L

モ芋＃硅†二と主凸苗皿＃苦上†王士肚｛，岨一」・いtい…→’，

一蠣＾早一＝苗＝｛L止且伽帽｛く＝と＃靹■て中＾≡廿止。

如水会壱21世記にふさわLい韻暇へ

邊明性荏Lっか1」確保し、

地カや女性、若手切声仁耳を側旭

　止軸・＾忙元年一・『工誼引与’’キ，＃吐年1＝．i1京由

埋■拙＝肚任L肚二土肚、帖｛■皿二’亡上蜘1圭甘．，

　苗邊咄L．1’．叶止上｛1＝，止中と刮比由曲囲籏’蜆L一川千

■幸I二工o止土一干下†一一島■　硅塙冊’；’皐上‘＝と圭七’lf’＝．

冊由丑蛆1＝工｛止咀壇咄呵佃刮＝上iてi辛’皿冊’＝饒≡

＃加’．珪牝≡せ｛！・くこ圭由咄菅止占｛主モ■・一寸、

　ヰ岨．血止生O＃占！1冊肥i」！凸L、岬田乱と邑’革Lて

・・か肚吋杣！苗｝圭せ此．胴土’±．吐■世畦o刮二品止iモ，

一…　’“坦曲＾’■f一、苫出咀肚咄」・」＃仙■侶圭れ〒1蜆岨

か．キ十，吉曲趾L．昔唖言｛tU主吐いE＃丘刊一…†。

二日コ■｛』■■＝‘，手」¶壮た卓圭止由岨圭†．。二打だ叶IT化

±拙止f］苫一＝苗’一±’土苛†，O止申坦榊±鶉三血＾O肚

圭世由’｛Ii一二皿’ヨl1岳二主±モ皿」』■　圭止．　蛾申砦手

’咄加L牛寸1・，同』巾±㎜モ品岳十．苛十、一・土自叶世

hl＝顯圭莚呵’刊曲畠±＝呂＃。時H出叶†’呵一珀苗

十曲榊抽品圭出嗣コ寸呂’＾巾〒寸L．吐性キ・出手皿生日

帥苗1＝一甘壱個叶て．圭莇由た吐田山芋1＝聰呵舳止㌣1、≡亡

一1士彗土刊一封’，岬1

…咀



落合一・泰

歴史の連続と非連続が、そこここに顔を出す。

それがメキシコシテイ

潅抜2240m　整素不是てカソリンかよく汽」えない　干1ニテ残亡1；二・｛二■＝11二、

この大都会○上童にた1丁薄黒いスモ、クガ養ま」’二’・…

蕎原盆埴たクら湊気カスか外；二1烹れ土ない二た

暮度はえに急き是たと．妻かブれ、’賛たる…て1二二言｛．ス…妻、．、二・、．

大者膏会考寺有○カオスに毛二ξちている

そんなメキシコシテノに轄気かさして撹±を区ξエ±ぐ．子モ．少二1・’、

たから、この2000万看董声て、、つ毛ヨロニヒ、二二琴たきプる干＾．二．

復らから見れ1二、さしす欠マソ

　ヌエハ・エスバー二≒1

メキシコ地方はもうひとつの

スヘインになるはすた二た

　メキシコシティの前身は、古代アステカ王国

の首都テノチティトラン。1519年、この町に

秦り込んたスペイン人は．壮震なテノチティト

ランに犬きな衝撃を受けた、人口20万、当時と

しては世界有数の犬都会だった＝それを2年か

けて征服すると、スペイン人はただちに故郷と

同じような街づくりに着手した。アステカの神

殿を壊し、石材を再利用して教会堂や饒を建設

ヌエパ・エスパーニャ（新スペイン．■という地

名カf示すように、メキシコ地方は、もうひとつ

のスペインになるはずだった、

　だが、地霊はシブトイ、再利用された石材の

あちこちから、アステカ時代の神像彫刻が顔を

のぞかせている＝最近、16世紀に埋め潰された

神殿カf地下鉄工事で見つかった、移動もままな

らず、そのまま駅構内の風景に溶け込んだ一毎

日教万人の通勤客がそのまわりを往来してい

る。街を行き交うのは、スペイン系、先住民イ

ンディオ、混血の人々、征服以来の歴史カf目の

前を現在形で閣歩しているニタテに積み重ねら

れる歴史年表が、ここでは同時代の風景のなか

でヨコに広がっている、歴史の連続と非連鏡カ寸、

そこここに顔を出す。それがメキシコシティ＝

向も、1930年代のアールテコの個

人住宅で、1950年代のモダンなコ

ンサートホールで、という目もあ

った、土地っ子もあまり足を運は

ない街はずれの1日修道院の大広間

カf会場という晩は、寒くて震えた

’㌫

　臼

亙

7
’・　　　　　　　　　　　　1　　　　　　．r’

　こうして客は，メキシコシティという霊気あ

ふれるトポスに、少しずつ誘い込まれていく。

何日も紡復ううちに、この都市の形状と歴史は、

私の身体にも整かに刻み込まれていった二音楽

とメキシコシティ論の二重構造。やるじゃない

か、メキシコシティ文化局企画課。

レ斗

　圧

文化の香りあふれる

夏○メキシコシテノ

　夏のメキシコシティは、写真展、絵画展、詩

の朗読会、映画祭など文化行事であふれる、15

年ほど前のこと、不恩護な連続演奏会の通し券

を貢った、このシリーズ・コンサートでは、毎

回、地図を覆りに市内に教在する演奏会場を探

して歩かねばならない、ある日は最新の高層ビ

ルのロビーが会場だという、別の日はアステカ

遺跡の横、夫聖堂のオルガン下に集合という趣

　　　　ヨー〔　ハ又明か

　　云多毫三ヂ．二享羊至1享ス］二……

そ二㌻ら三一口．バを苧実する

　一橋夫学は、この大都市にある中南米随一の

社会科学教育研究檀関、メキシコ大学院犬学

1コレヒオ・デ・メヒコ1’と犬学閻協定を結ん

ている　敷年前、社会学研究科地球社会研究専

攻は、この犬学院夫学から客員教授を一年聞招

き大きな成果を得た、本年度、同専攻は、法学

研究科公共関係法専攻・経済関係法専攻・国際

関係専攻、経済学研究科経済史専攻、経済研究

所とともに文部科学省から交付金を得て、21世

紀C　O　Eプログラム「ヨーロッパの蔓新的研究

拠点一衝突と和解」（代表者1法学捌究科山内

進教授1を発足させた、研究班のひとつは、

「外部の＝ヨー口・ノパニ」班という、「外部の」

とは聞きなれないカ“、メキシコのようなヨーロ

ッハ改明が移植された非西洋圏近代社会の研究

をもって、ヨーロッパ研究に新たな地平を開き

たいのた、日本がメキシコとは別の意味で「外

部のrヨーロッパニ」という顔をもつことは、

言うまでもない、

　ここ2，3年、本学の留学生派遣制度や日

本・メキシコ両国間交換留学生制度などを利用

し、メキシコシティの犬学に学ぼうという意欲

的な学生カ‘学部・大学院に増えている．若き学

生たちには、重層性に富む常春のこの夫都会を、

高度やスモッグにいたるまで、大いに楽しんで

いただきたい。
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ただ走る社会心理学者

特別活動フ

　以前いた犬学で「特別活動の理論と方法」

という科目を担当したことカ“ある。教育心理

学の知設である程度は話せるカ㎡、専門外なの

で「私の特別活動」を話して補うことにした二

話したことと言えは「東犬伊豆戸田マラノノ」

「24時間リレーマラソン」「富士登山責童走」「ア

イアンマンハワイ犬会」など、いずれもスポ

ーツ夫会のことであった．受講生の評価カfど

うたったかは知らないが、自分では得意げで

あっただろう、その犬学では走友会に入り、

文科省の皇居駅伝では、確か3位になったよ

うな覚えカ“ある。

　国立に来ると、勝手に社会心理走遊

会を作って走った。西キャンパスのグ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ランドや周國を走っている人たちはい

たカ｛、東キャンバスは静けさに包ま

れていた、そこで自分なりのコース

を考案して走り、ときにはゼミの学

生をけしかけて昭和記念公園でリレ

ーマラソン大会に参加した＝いい迷

惑だったかもしれないが、中には

卒論研究をしている11月に、河口

湖マラソンに一緒に参加した学生

もいた。

エンァユフン・’二・

　昨年の夏休み期閤、カナダの

ウォータールー犬学の周辺で開

催されたランニング犬会に参加

する慣会を得た。日曜から日曜

の8日同のうち78走るステー

ジレースで、合計で100マイル

（160キロメートル）に及ぶチ

ャレンジングな犬会だった、

初日の朝早く、一体どうなるのだろうという

不安と期待を抱えながら、会場の公園まで10

キロほどを自転車で向かった二初日と最終日

は、一般向けの短い距蟹の大会カf併設されて

いて、人々でにきわっていた＝しかし、犬会

のコースヘ走り出したのはたった9名（男7、

女2）。世界中から敷十万件のアクセスカfその

ホームページにあったそうだが、1週間も参

加するのは奇特な人だけなのだろう、私は唯

一のカナダ外からの参加者で、最年長でもあ

った。

　初日のハーフマラソンを1時同34分程度で

走り、月曜は15キロのロードレースを1時間

5分で上々の走り出しだった。しかし、火曜に

ρ！

1伽
、　　瓜

・。r

　　　　紅

　　　｝綱

倫　　　　　　■　　　　　　ユ　　　　　」　　I　　　　　’　　　　　’　　　　　　■　　　　　一⊥　　　　　、ζ
　　　　　　■

クロカンコースの30キロの途中で失逮し、2

時間50分かかってからは、崖しく長く、完走

できるのたろうかと自問自答する闘いとなっ

た。一方でぜい肉と邪心カfそぎ落とされていく

ような感覚を、他方で筋肉竺雌カ湖れ、活カカf

枯渇していく感覚を味わっていた、それでも木

曜の休みで一息つき、毎日違ったコースをカナ

ダの自然を溝喫しながら走り続けた、最整日の

フルマラソンは女子のトップにも抜かれてしま

ったけれど、3時間43分と久しぶりに4時聞

を切った二総合5位、トータル13時聞45分27

秒、完走しただけで幸せだった二

　9人の強者たちも、その倍以上のボランテ

ィアの方々も、皆笑顔たった。ボランティア

の人たちには言葉に尽くせないくらいお世藷

になった。ボランティアの一人に、レースデ

ィレクターのシュミットさんの息子のスペン

サー君；小学校低学年〕がいた＝レース後の

青空の下で、「いつか君も走ってみるか」と聞

いたら、「そうしたい」という答えカ｛返ってき

た二「じゃ、いつかおじさんと麓争しよう」と

はうまく言えず、私は笑顔を返すだけだった

が、競争する間もなくすぐに追い越される予

感かした、

疋臼日々

　私の出身犬学では、伊豆の山中で標高差千

メートル近くに及ぶフルマラソン犬会が行わ

れている＝大学1年から走り、最近は4年前

46歳の時）に参加した＝以前いた犬学には、

敦地の周囲を11キロ程度走る「武蔵野マラソ

ン」があった、一僑犬学にはそういった夫会

はないし、走る文化も見あたらない。奇異な

目て見られなカ｛らも、東キャンパスのコース

や矢川北団地までのコースを週に2～3回、

1回に5－10キロ私は走る、どこかにゴール

があるわけではない。
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福［＝H泰雄毫済字；二責…二享ダ三

新白由主義政策による民主主義の破壊、

その深刻さを鋭く説く

本書はかつてのエリツィン大続領の市場経済アトハイサー一を務め、

現在ケンブリッジ大学に…隻けられた国際ビシネス経営センター副所長を務めるNoreena　Hertzの著作、

The　Silent　Takeover：Global　Capitalism　and　the　De8th　of　Democracy．Arrow．20011二■全表てある

本書の分析対象は、1980年代以降急速に進む資本主義のクローバル化てあり、

本書は、このグローバル資本主義を

r選挙を経ない権力者　大企業　か政府の役事」を肩代わりしている世界．20頁　と振え，

こうした「市民社会一、「政府一から「巨大企業、への機能・権カシフトと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■巨大企簑が民主主義を減ぽす．
そのことか意味するところを披判的に問い質し・　　　　　　　　　　　　　　　ヶンフリ，ジ大学教授　ノ1」＿ナ．ハ＿ツ／著鈴木淑美■訳

民主主義の観点から現グローハリセーシ三ンの再考を追ったものてある一　　　　　　早川書房刊　定価1本体2．OOO円十税2003年8月20目発行

　　　　　　資本主義の

　　ク’ローバル化の下て進行する

企業による政府の「無言の乗っ取り」

　今日の資本主義のグローパ川ヒは、新自由主

義政策の世界的展開を条件とし、規制謡和、民

営化、法人税の引き下げ、福祉の肖1賊を内容と

する、この新自由主義政策は、オイル・ショッ

ク以隆レーガノミックス、サッチャー主義とし

て全世界に広カ‘る（第2童）、新自由主義

政策によって支えられた資本主義のグ

ローパル化、この「レッセフェール

資本主義は、既に勝利したように

みえる」（50頁）。しかし一見繁

栄化の一方で、勘寺的貧困の拡

大がみられ、また粛北、東西　　！　’

間のみならず　西側先進国内　　」　　∫

部においても経済的格差が拡

犬、その藷果として、治安、

人々の健康状態の悪化が進む　　一　、

（第3童）、にもかかわらず、

政府は問題を直視することな

く、経済的纂栄ぱかりを追う＝

今や、各国政府、そしてWTOに代

表される国際機関は、人権、民主主

義、生命、途上国の権利を犠牲にして

まで企業のマーケティング簑略の先箏役を

務める（第4童）亡こうした政府の慢能変化が

何故生じるのか、憎能変化の根底にあるのが政

治献金である、政治献金によって企糞は政府の

政策決定権を掌中に納める（第5童〕。この現

象は、政府と大企業の同の力関係の逆転を意味

し、今や　政府に代わり消費者運動か企業に対

するチェック役を果す。実際、消費者運動は、

環境問題、下…青工場での労働条件の改善等、こ

れまで犬きな効果を発握してきた（第6童’。

しかし、その一方で消費者運動は問題の根本的

解決には至らず、限界を持つ、規制に合法性が

伴わず、何よりも運動を方向付ける惰報源、メ

ディア自体が犬企業の支配下に置かれているか

らである1第7童）。

　そうした大企糞は、政府の経済政策を牛耳る

に留まらず、加えて政府に代わり、教育、福祉、

与えられたものではない二なによりも倫理とビ

ジネスはいつも一致するわけではない＝

すべての人々の幸せを可能とする

　　グローハリゼーシ…ンは

　　　　　ありえるのかフ

公共事棄、保健・医療分野に参入し、「伶理マ

ーケティング」（214頁）を展開する。ここに

至り、企棄による政府の「薫言の乗っ取り」

（230頁〕が完成する｛第8童）、だが、この

「無言の秦っ取り」を容認することはできない、

企集が政府を代替するとすれぱ、誰が企糞を監

視するのか。また、企業の権力は選挙によって

市民社会は、企業から政府を取り戻す必要カf

ある（第10葦）。では、いかにして企業の支ヨ

から政府を市民社会のサイドに取り戻し、民主

　主義を回復させることができるのであろう

　　　か。犬企業、政治家による国民利益の

　　　　軽視に対するNGO等の抗議運動が蝕

　　　　　媒役となり、その運動が政治改董

　　　　　につながることによって初めて

　　　　　　市民社会は民主主義を取り戻す

　　　　　　ことができる。この政治改董

　　　　　　の下で、政治献金を禁止し、

　　　　　　　また犬企業優遣政策を廃止す

　　　　ることにより政府の財政濃能

　　　　を取り戻し、そして社会正義

　　　　の爵点から企業に対する社会

　　　的規制を国内、およびグローパ

　　　ルレベルで実施する体制を整え

　　ることができて初めて、すべての

　人々のためになる「グローパリゼー

ション」が実現しよう（第8童〕、

私たちを取り巻くグローバリゼーション

とは一体何か。巨犬な富カf産み出される一方で、

貧園カ’増犬し、また経済格差が拡大し、社会の

分断化が広カ｛るのは何故か、すべての人々の幸

せを司能とするグローパリゼーションはそもそ

もありえないのか．こうした問題を最整的に解

く簑を筆者は「民主主義」の問蜜に求める＝

「無言の秦っ取り」が民主主義を破壕するもの

であり、その破壌がいかに重犬、深刻なもので

あるかを本書は見事に説いているといえる、
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40余年の一橋人生をふりかえる

閻團066886
　　　　　　　この11月、2期6年の任期を終え、石弘光学長が退任されます。

国立犬学の法人化へ向かう激動の時期に、一橋大学のために先頭にたって尽力された石学長に、

　　　　　　これからの一橋大学への期待と、一橋人生を語っていただきました。

一橋大学のために、

やるべきことはすべてやりました。

48年の一橋人生を振り返ると、

の一言です。

…献学長石弘光

キャンパスは大学の顔である

　「これでキャンパスを少しでもキレイにできる」。学長に就任

するにあたって、私が一番嬉しく思ったことがこれでした。そん

な些細なことをと、意外に思われるかもしれません箒しかし、武

葭野の自然に恵まれた素晴らしいキャンパスをもちながら、当時

の一橋大学はその優れた資産を活かしてはいなかった。あちらこ

ちらにゴミが散在し、教室のプラインドは壕れたまま、隅にば峻

が溜まり、壁にはペンキの落書きがある。こうした状況を私は恥

ずかしいと思っていたし、環境整備は大学全体のテーマとして繕

力をあげて取り組むべき課題だと考えていたからです。

　キャンパスは大学の顔です。世界の優れた大学はどこも、そ

うした意設をもち、教師も学生もキャンパスを太切にしていま

す。本学に、そうした意設が欠けがちなことを私は予てから残

念に思っていました。教室や研究室、校庭を含めて、整備され

た美しい寮境のもとでしっかり勉強をする、というのが学問を

する上での必要条件竈学生の勉学意欲を削ぐような環境は、大

学として是正していかなければなりません。そういう意裁をど

う葭成し、共有していくかには、かなり苦慮しましたね。幸い、

国の予算も獲得でき、教職員や学生、O　B・O　Gも含めて、環

境への意識はかなり高まってきたと恩います二ただし、失敗だ

ったのは、「クリーン・デー（学内清掃の日1」作戦、参加する

＼、

のは年配の雫務の方ばか‘〕で、肝心の学作は出てこない恨）二

これぱかりは、短命に終わった試みでした。

　自然環境もキャンパス環境も、関わる人が気を罎め、こんな

ことぐらいと自分に甘えを許してしまったら、すぐに後退して

しまいます。これからもキャンパスを愛し、キレイにしようと

いう気持ちは、一一一橋の関係者全員がぜひもちつづけてほしいと

願っています、

世界最高の研究・教育機関をめざして

　私が学長になった6年前、国は国立大学の法人化の方針を打

ち咄しました、法人化にどう対応するかは、国立大学全体の問

題であり、」僑火学自身の問題でもあったのです、私は法人化
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